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第二九回那覇市議會（定例會）

亊務顛末

招集　一九五三．九．五．（土）

開催年月日　一九五三．九．八．（火）

會期　一日間

一、本會議　一九五三．九．八　自　午前一〇時二五分　至　午後三時三二分

本日の會議亊件並びにその顛末左の通り
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二、亊務處理顛末

１、市町村自治法第第十三條第一項の規定に依る議決條例その他送付

一九五三．九．九 那議第一九號にて市長宛

２、那覇市選擧管理委員並同補充員の當選決定通知

一九五三．九．九 那議親號外を以って各人宛

３、那覇市選擧管理委員並びに同補充員選擧の結果報告

一九五三．九．九 那議第二七號を以って市長宛

４、軍使用地問題の處理に関する特別委員會開催方について

一九五三．九　那議第　號を以って委員各位宛

５、會議概况の「市民の友」登載

一九五三．一〇．九　起案　一〇．一〇決裁　登載

６．市町村自治法第六十三條第三項の規定による會議結果報告

一九五三．一二．三一．起案

一九五四．一．一二．決裁

一九五四．一．一二．発送





那覇市選擧管理委員（現在委員）
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一九五三年九月八日の本會議において指名推選の方法により當選決定




那覇市選擧管理委員補充委員
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一九五三年九月八日の本會議において指名推選の方法により當選決定










軍使用地問題の處理に関する特別委員會委員名簿


 
  	比嘉朝四郎
  	辺野喜英興
 

 
  	糸数昌秀
  	儀間真喜
 

 
  	佐久川長吉
  	島袋嘉順
 

 
  	新垣松助
  	大湾喜三郎
 

 
  	上原仁慶
  	浦崎唯治
 

 
  	長嶺将真
  	
 




計十一名










議亊日程第九号

一九五三年九月八日（火）

第一　　今期議会の会期を定めること

第二　　今期議會の会議録署名人選擧

第三　　那覇市選擧管理委員並びに同補充員の選擧

第四　　那覇市手数料徴收條例の一部を改正する條例制定について

（市長提出議案第三十七号）

第五　　那覇市議会定例会開催條例の一部を改正する條例制定について

（市長提出議案第三十八号）

第六　　道路占用料徴收條例の一部を改正する條例制定について

（市長提出議案第三十九号）

第七　　那覇市分担金徴收條例の一部を改正する條例制定について

（市長提出議案第四十号）

第八　　那覇市都市計画條例を廃止する條例制定について

（市長提出議案第四十一号）

第九　　那覇市市街地建築物制限條例を廃止する條例制定について

（市長提出議案第四十二号）

第一〇　軍使用地問題の處理に関する特別委員會設置について

（十四　二十　二十三番議員提出決議案第二号）

追加　第一一　軍使用地問題の處理に関する特別委員會委員選任について

（一番議員発議）

第一二　那覇市各区区長設置に関する意見書について

（十四　二十　二十三番議員提出決議案第三号）

　　　第一三　対日平和條約第三条撤廃による沖縄諸島の即時完全日本復帰について

（十四　二十　二十三番議員提出決議案第四号）

第一四　軍使用地代臨時處理法の立法資料について

（立法院行政法務委員長照會）

第一五　遊園地移管に関する陳情書について

（文教厚生労務委員長報告）

追加　第一六　合併問題に関し公聽會開催について

（二十番議員発議）










那議第一號

一九五四年一月十二日

那覇市議會議長

真栄田世勲

琉球政府行政主席　那覇市長　宛

議會の結果報告について

一九五三年九月八日開催の第二九回那覇市議會（定例會）の結果は別紙の通りであります。

右市町村自治法第六十三条第三項の規定に基き報告致します。










第二九回　那覇市議會（定例會）會議録

一九五三年九月八日　午前十時開會

○助役（嘉手納並水君）

市長は急性の胃膓カタルを患いまして只今休養中でありまして、本日の會議に出席できないので皆さんに宜しく申上げて呉れということであります。代りまして私から御挨拶を申上げます。本日の定例會は雨降りでございますが皆さんお集まり下さいまして誠に有難く存じます。今回提出致しました議案は条例の一部改正案が四件それから条例を廃止する条例案が二件その他議會側から六件出ております。条例の一部改正につきましては現行条例つまり、旧市町村制に基く条例を市町村自治法の規定に沿う様に改めたいのであります。次に条例を廃止する条例案についてでありますが、本市の都市計画は一九五〇年八月に制定されまして、これによって本格的に推進したのでありますが幸いに先月十七日に都市計画法が公布されましたので、それに基きまして都市計画の万全を期すると共に本市都市計画条例は廃止したい、こう考えまして提案した次第であります。以上簡單に説明致しましたがなお詳しいことは各係の方で御説明申し上げることに致しまして私の挨拶を終ることと致します。どうぞ宜敷御審議をお願い致します。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

本日を以ちまして第二十九回那覇市定例會を開會致します。出席二十二人欠席五人であります。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

諸般の報告を致します

本年五月二十日の第二七回議會（臨時會）において議決されました市内樋川通り開南大通りの道路鋪装についての陳情書に対して行政主席から回答文書が参っておりますので書記をして朗讀報告致させます

（書記「新垣政二君」朗讀）

――― ― ―――

官総第三〇一號

一九五三年六月三十日

行政主席　比嘉秀平

那覇市議會議長

真栄田世勲殿

市内樋川通り、開南大通りの道路鋪装について

去る五月二十二日付で陳情のあったことについては政府戝政の都合上早急に實施は困難であるが出来得る限り貴意に副うよう努力します　（終）

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

那覇市監査委員から本年五月現在の例月出納検査報告書並びに本年六月二十日現在の臨時出納検査報告書が前後二回に亘って議長宛に参っておりました。本件に関しては事務局からその写を印刷の上各位に配付致させましたからそれによって御了承願います。右報告致します。

沖縄文化興業株式會社々長宮城弘光から會社経営に係る遊園地の移管について議長宛陳情書の提出がありましたので議長は會議規則第五十九条の規定に基き、各位に通知すると共に、その所管文教厚生労務委員會にその審査を付託致しましたから報告致します。

去る、第二八回議會において議決を見た借地借家法の立法要請及び自動車税地方税移讓並びに不動産取得税の存置方に関する本議會からの陳情書につきましては、その文案の起草その他處理に関し、正副議長、総務財政委員長に一任されましたので、夫々事務處理を致しました處行政主席から右二件の陳情に対し回答がありました。回答文書につきましては、その写を印刷の上皆様に配付済となっておりますのでそれにより御了承願います、右報告致します。

那覇市選擧管理委員長から現在の選擧管理委員の任期満了について議長宛報告書が参っておりますので書記をして右報告書を朗讀致させます。

（書記「新垣政二君」朗讀）

――― ― ―――

一九五三年八月二十日

那覇市選擧管理委員會

委員長　島袋和楽

那覇市議會議

真栄田世勲殿

那覇市選擧管理委員會選擧管理委員、島袋和樂　照喜納良松、我那覇生喜、高江洲康徳、照屋林徳は前任者當山清盛外三名が、一九五二年四月一日辞任致しましたので一九五二年四月二十三日市議會において選擧せられました。前任者の残任期間は一九五三年八月で本月を以って任期が満了となりました此段報告致します。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

本件に関しましては後刻議題と致し後程委員の選擧を致したいと左様に考えております。本月二日付琉立第八四一号をもって軍使用地代臨時處理法の立法資料依頼について立法院行政法務委員から議長宛文書が参っておりましたのでその写も印刷の上皆様に配付致させましたが、本件に関しては後刻議題として皆様の御審議を願うことに致します。右報告致します。

十四番議員、二十番議員、二十三番議員連名に依り議案提出について議長宛文書が参っておりますから書記をして朗讀致させます

（書記「新垣政二君」朗讀）

――― ― ―――

一九五三年九月四日

十四番議員　金城兼市

二十番議員　島袋嘉順

二十三番議員　大湾喜三郎

那覇市議會議長

真栄田世勲殿

議案提出について

左記事件に関し議會の議決を得たいので次期議會に提案方事務手續相成りたく會議規則第十五条の規定により別紙の通り議案を提出致します。

記

１、決議案第二号　軍使用地問題の處理に関する特別委員會設置について

２、決議案第三号　那覇市各区区長設置に関する意見書について

　３、決議案第四号　対日平和條約第三条撤廃による沖縄諸島の即時完全日本復帰について

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

今期議會に提出する議案送付について市長から議長宛に公文が参っておりますから書記をして朗讀致させます。

（書記「新垣政二君」朗讀）

――― ― ―――

那発第一四七六号

一九五三年九月七日

那覇市長　又吉康和

那覇市議會議長

真栄田世勲殿

提出議案送付について

次期定例議會に付議すべき案件別紙の通り送付致します

（別紙省略）

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

書記をして議案その他を配付致させます

（書記「新垣政二君」議案その他配付）

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

本日の議事日程を報告致します

議亊日程第九號　一九五三年九月八日（火）

第一　　今期議會の會期を定めること

第二　　今期議會の會議録署名人選擧

第三　　那覇市選擧管理委員並びに同補充員の選擧

第四　　那覇市手数料徴収條例の一部を改正する條例制定について

市長提出議案第三十七号

第五　　那覇市議會定例會開催條例の一部を改正する條例制定について

市長提出議案第三十八号

第六　　道路占用料徴収條例の一部を改正する条例制定について

市長提出議案第三十九号

第七　　那覇市分担金徴収條例の一部を改正する條例制定について

市長提出議案第四十号

第八　　那覇市都市計画條例を廃止する條例制定について

市長提出議案第四十一号

第九　　那覇市市街地建築物制限條例を廃止する條例制定について

市長提出議案第四十二号

第十　　軍使用地問題の處理に関する特別委員會設置について

十四　二十　二十三番議員提出決議案第二号

第十一　那覇市各区々長設置に関する意見書について

十四　二十　二十三番議員提出決議案第三号

第十二　対日平和条約第三条撤廃による沖縄諸島の即時完全日本復帰について

十四　二十　二十三番議員提出決議案第四号

第十三　軍使用地代臨時處理法の立法資料について

立法院行政法務委員長照會

第十四　遊園地移管に関する陳情について

文教厚生労務委員長報告

以上であります。

――― ― ―――

○本日の會議に付したる亊件

　日程第一　　今期議會の會期を定めること

　日程第二　　今期議會の會議録署名人選擧

　日程第三　　那覇市選擧管理委員並びに同補充員の選擧

　日程第四　　那覇市手数料徴収条例の一部を改正する条例制定について

市長提出議案第三十七号

　日程第五　　那覇市議會定例會開催条例の一部を改正する条例制定について

市長提出議案第三十八号

　日程第六　　道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定について

市長提出議案第三十九号

　日程第七　　那覇市分担金徴収条例の一部を改正する条例制定について

市長提出議案第四十号

　日程第八　　那覇市都市計画条例を廃止する条例制定について

市長提出議案第四十一号

　日程第九　　那覇市市街地建築物制限條例を廃止する条例制定について

市長提出議案第四十二号

　日程第十　　軍使用地問題の處理に関する特別委員會設置について

十四　二十　二十三番議員提出決議案第二号

　日程第十一　軍使用地問題の處理に関する特別委員會委員の選任について

一番議員発議

　日程第十二　那覇市各区区長設置に関する意見書について

十四　二十　二十三番議員提出決議案第三号

　日程第十三　対日平和條約第三条撤廃による沖縄諸島の即時完全日本復帰について

十四　二十　二十三番議員提出決議案第四号

　日程第十四　軍使用地代臨時處理法の立法資料について

立法院行政法務委員長照會

　日程第十五　遊園地移管に関する陳情書について

文教、厚生労務委員長報告

　日程第十六　合併問題に関し公聽會開催について

二十番議員発議

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

今期議會に於て提出議案その他説明のため議長は市町村自治法第六十一条の規定によりまして夫々関係の助役、収入役、各部長、庶務課長、土木課長、建築課長、都計課長代理の出席を求めます。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

只今から本日の會議を開きます。

日程第一、今期議會の會期を定めることを議題と致します。

○喜久山朝重君

今會期を三日に決めたらどうかと思います、一日休會をおいて三日にしたいと思います

○比嘉朝四郎君

本日一日丈で結構解決出来る問題だと思います。一日にして戴きたいと思います。

○新垣松助君

私も八番議員（比嘉朝四郎君）に同意を表するものであります。これは何も予算の市會ぢあなし、今度は唯これ丈の議案を一日で處理できると思います、會期は一日を希望致します

○大湾喜三郎君

本員は十六番議員と同様三日間に賛成致します。というのは、議會側として提出致しました問題は極めて重要な問題でありまして皆さんと共に徹底して研究しなければいけないのぢあないかと思います。そのために今期三日間として中一日研究期間ということにして會期三日間を希望します。

○城間康昌君

議案第一から第九までは法規の改正によって提出された問題でその他の件についてはこれは三日前に既にお互に手元に屆いておりますしお互い研究を積んだものと思いますので、これは一日丈で大丈夫です

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

三日と一日の説がありますが、一日説の方に御賛成の方は擧手を願います

（擧手多数）

○議長（真栄田世勲君）

擧手者多数であります。依って會期は一日に可決致します。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

次日程第二の今期議會の會議録署名人選擧についてでありますがこれは恒例によりまして指名推選の方法に依ることとし、議長指名によって御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議がないと認めます。依って、議長は十六番議員（喜久山朝重君）二十四番議員（安里松蔵君）を指名致します。御二人にお願いすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

次に日程第三那覇市選擧管理委員並びに同補充員選擧について、これを議題と致します。先刻諸般の報告の中で書記をして朗讀せしめましたが現在の選擧管理委員並びに補充員が八月で任期満了となっております。ついてはこれが改選を致さねばなりません、選擧すべき員数並びに補充員は從来通りの五名宛であります　現行の市町村自治法では員数は四人、なお任命の方法は議會の同意を得て市町村長が任命する、こう謳われておりますが、附則の九条の経過規定によりまして「市町村選擧管理委員會に関する、この立法の規定で改正市町村議會議員及び市町村長選擧法の規定と異なるものがある場合は改正市町村議會議員及び市町村長選擧法が廃止されるまではその規定による」と謳われておりますので、今回の補充は改正市町村議会議員及び市町村長選挙法第六条乃至第八条の規定によって從来通り市町村議会が市町村議會議員の選挙権を有する者の中から委員並びに補充員を夫々五名選挙しなければならないのであります。その選挙について如何取計いませうかお諮り致します。

○浦崎唯治君

八月一杯で任期満了した五名の委員は満一ヶ年事故もなく事勢に馴れ委員として恥かしくない方々でありますから私は議長で推薦して満場一致賛成したい。左様取計らわれんことを望みます。

○喜久山朝重君

七番議員（浦崎唯治君）の意見に賛成します。この方々は外部からの評判もいいし何の欠点もないと思います。留任して貰う様取計らわれたい。

○議長（真栄田世勲君）

七番議員（浦崎唯治君）十六番議員（喜久山朝重君）から議長推薦でやって貰いたいという動議がありますが御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

全員御異議ないと認めます。依って指名推選の方法によることに致します。現在の選挙管理委員、島袋和樂（八区八組）、照喜名良松（松尾区Ａ百七号）高江洲康徳（那覇市一区八組）我那覇生喜（ペリー区Ｃの三号）照屋林徳（楚辺二区四班）以上五名を那覇市選擧管理委員に指名致します。以上の五名を當選人と定めることに御異議ありませんか、

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

○議長（真栄田世勲君）

全員御賛成と認めます。依って只今指名致しました五人の方々を當選人と決定致します。それから同補充員五名については如何取計いませうか、

○浦崎唯治君

それも現在の通り議長の指名推薦に依り満場一致で決めたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者多数）

○議長（真栄田世勲君）

全員賛成と認めます。依って議長は那覇市選挙管理委員補充員に比嘉政謙（七区六組）喜瀬慎太郎（十区八組）、渡口政勝（二区十二組）山田親上（五区八組）名嘉真武安（十区五組）以上五名を指名致します。以上の方々を當選人と定めることに御異議ありませんか、

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依って只今指名致しました五人の方々を夫々當選人と決定致します。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

次ぎ日程第四の那覇市手数料徴收条例の一部を改正する条例制定について議案第三十七号を議題と致し書記をして朗讀せしめます

（書記「新垣政二君」朗讀）

――― ― ―――










議案第三十七號

那覇市手数料徴收條例の一部を改正する條例制定について

那覇市手数料徴收條例（條例第二號）の一部を改正する條例を左案の通り制定致したいので議決を求めます。

一九五三年九月八日提出

那覇市長

又吉康和

那覇市議会議長

真栄田世勲殿

那覇市手数料徴收條例の一部を改正する條例（案）

那覇市手数料徴收條例（條例第二號）の一部を次のように改正する。

第一條中「一、建築許可に関する申請一件につき、金五拾円」を「一、削除」に

「七、預金拂戻に関する証明一件につき、金拾円」を「七、削除」に

「一二土地所有権申請一筆につき、金弐拾円」を「一二削除」に

「一三未定地所有権申請一筆につき申請料、金弐拾円、調査料　金百五拾円」を「一三削除」に

「一四地積訂正、金百五拾円」を「一四削除」に

「一五地積以外の土地所有権に関する訂正、金五拾円」を「一五　削除」に改める

第四條の次に次の一條を加える。

第五條　既に納めた手数料は、請求事項を変更し又は取消してもこれを還付しない

附則

この條例は、公布の日から施行する。










○議長（真栄田世勲君）

当局の説明を求めます。

○庶務課長（東江誠忠君）

議案第三十七号の提案理由の説明を申上げます。那覇市手数料徴收條例第一条第一項に建築許可に関する申請が五十円とございますがこれは一九五二年立法第六十五号建築基準法が制定され、更に一九五三年二月二十五日建築基準法の施行規則が出来まして建築基準法第五条第五項に於て確認申請手数料は建築基準法によって徴收するようになったのであります。その額は二十平方米以内のもの五十円、二十平方米を越え百平方米以内のもの百五十円百平方米を超え二百平方米以内のもの二百円以下段々がありまして千平方米を超えたもの千円こういう風になっております。從来市の条例に於きましては建築許可に関しては坪数の如何を問わず五十円であったものが市の条例からこれを削除致しまして建築基準法によって建築許可の確認申請手数料を取るそういう意味で第一項第一号を削除致したいのであります。次に預金払戻に関する証明は今から約三年前当時軍の命令によりまして住民から預金通帳を一時市町村長が預ったことがありますが、それに関する証明でありますがこの亊務は消滅しておりましてその必要を認めないので第七号預金払戻しに関する証明金十円とあるのを削除致したいのであります。第十二号十三号十四号、十五号、各号は土地所有権の認定がなされましたので土地所有権認定に関するこういった亊務が全部登記所或は中央土地亊務所にその亊務が移管になりこれは市町村として行うべき亊務の中に入らなくなりましたのでこの条項を削除致したいのであります。次に第四条の次に第五条を新しく加えますのは既に納めた手数料で請求亊項を変更し又は取消してもこれを例えば戸籍謄本を要求して謄本を作って見たら実際は抄本であったというような場合には謄本の手数料も抄本の手数料も両方取るのであります。そういう意味であります。即ちある証明亊項を一旦下付した場合にはその証明料として取るという意味であります。以上簡單に提案理由の御説明を申上げます

○議長（真栄田世勲君）

議案第三十七号の貭疑に入ります

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御貭疑がなければこれは議題が簡單の様でありますから委員会付託せずにこちらで処理をしたいと思っております。貭疑終結、討論に入ります。本案は原案通り可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

それでは御異議ないと認めます。依って原案通り可決確定致します

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

日程第五の議案三十八号那覇市議会定例会開催条例の一部を改正する条例制定についてを議題に供します。書記をして議案を朗読致させます。

（書記「新垣政二君」議案第三十八号朗読）

――― ― ―――










議案第三八號

那覇市議会定例会開催條例の一部を改正する條例制定について

那覇市議会定例会條例（條例第三號）の一部を左案の通り改正致し度いので議決を求めます。

一九五三年九月八日提出

那覇市長

又吉康和

那覇市議会議長

真栄田世勲殿

那覇市議会定例会開催條例の一部を改正する條例（案）

那覇市定例会條例（條例第三號）の一部を次のように改正する。

本文中「市町村制第二十五條に依り」を「市町村自治法第四十二條に依る」に改める

附則

この條例は、公布の日から施行する。










○議長（真栄田世勲君）

貭問も意見もないようですね。市町村制が市町村自治法になった丈でありますので本案は貭疑討論を省略し、原案通り可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依って議案第三十八號は貭疑討論を省略し原案通り可決致します。

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

次日程第六の道路占用料徴收條例の一部を改正する條例制定について市長提出議案第三十九号を議題と致し書記をして議案の朗読を致させます。

（書記「新垣政二君」朗読）

――― ― ―――










議案第三十九號

道路占用料徴收條例の一部を改正する條例制定について

道路占用料徴收條例（條例第十三號）の一部を改正する條例を左案の通り制定致したいので議決を求めます。

一九五三年九月八日提出

那覇市長

又吉康和

那覇市議会議長

真栄田世勲殿

道路占用料徴收條例の一部を改正する條例（案）

道路占用料徴收條例（條例第十三號）の一部を次のように改正する

第一條中「道路法第二十八條」を「道路法第二十五條」に

第六條中「道路法第二十六條」を「道路法第二十三條」に改める。

附則

この条例は公布の日から施行する










道路法（立法第四十號）抜萃

第二十五條　管理者は交通を防げない限度において道路の占用を許可又は承認することができる。

２　管理者は道路の占用料を徴収することができる。

第二十三條　管理者でない者は管理者の許可又は承認を得て一定の期間橋銭又は渡銭を徴收する橋梁又は渡船場を設けることができる。




旧法抜萃

第二十八條　管理者ハ交通ヲ妨ゲザル限度ニ於テ道路ノ占用ヲ許可又ハ承認スルコトヲ得

第二十六條　管理者ニ非ザル者ハ管理者ノ許可又ハ承認ヲ得テ一定ノ期間橋銭又ハ渡銭ノ徴收スルコトヲ得ル橋梁又ハ渡船場ヲ設クルコトヲ得










○議長（真栄田世勲君）

本議題の貭疑に入ります。

○上原仁慶君

只今の議案三十九号道路占用料徴收条例の一部改正案については賛成致します。が当局に一言お伺い致したいと思うのであります。現在市場付近の川沿いの店、あれは道路占用料を取っているや否や　前に議会でも決議しただろうと思いますが新栄橋から栄橋までのあの川沿いの使用料は取っているかどうか、それをお伺い致します。

○土木課長（上原直次郎君）

千歳橋から新栄通りは取っておりません。千歳橋から栄橋の間の半分は取っております。

○上原仁慶君

現在他の川沿いの市場占用料は取っておりますがこの千歳橋から新栄橋間のあの川沿いの使用料を取っておりませんので非常に不公平を極めているのでありますから、あれも絶対的に取って貰いたい。こう思うのでありますが、如何なものでありますか。

○建設部長（幸喜克彰君）

只今の新栄橋から千歳橋の間も占用料を取った方がいいんぢあないかという風な御意見のようでございますが、これは警察の方に連絡を取ったのでありますが警察の方としてはガーブ橋から栄橋の附近は道路がやや広い交通にはさした支障は来さないからこの道路の巾員によってガーブ橋の所は道路占用でよろしい然しながら千歳橋から栄橋の間は巾員が非常に狭くて道路占用を許すということは一寸工合が悪い警察の方の意見が以上のようになっておりますので若し今度道路を改修致しまして或は護岸の工亊でも完成したら後側の方に少しでもあの屋台が退きまして道路が広くなった場合は警察の方にも連絡を取りまして道路占用料を徴收少しでも市の潤いをよくするというようになるだらうと思いますので現在の處では巾員が狭いという訳で警察から許可になっておりません。

○議長（真栄田世勲君）

議案第三十九号の貭疑を終結し、討論に入ります。お諮り致します。本案原案通り可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依って議案第三十九号は原案通り可決致します

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

次日程第七の那覇市分担金徴収條例の一部を改正する條例制定について議案第四十号を議題と致し書記をして議案の朗読を致させます

（書記「新垣政二君」議案第四〇号朗読）

――― ― ―――










議案第四十號

那覇市分担金徴収條例の一部を改正する條例制定について

那覇市分担金徴収條例（條例第二十號）の一部を左案の通り改正致したいので議決を求めます

一九五三年九月八日提出

那覇市長

又吉康和

那覇市議会議長

真栄田世勲殿

那覇市分担金徴収條例の一部を改正する條例（案）

那覇市分担金徴収條例（條例第二十號）の一部を次のように改正する。

第一條中「市町村制第百十一條」を「市町村自治法第百五拾條」に改める。

附則

この條例は公布の日から施行する










○議長（真栄田世勲）

本案は適用法名の改正ばかりでありまして別に問題はないと思います。それで貭疑、討論を省略致し原案通り可決致したいが御異議ありませんか、

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲）

御異議ないと認めます、依って議案第四〇號は貭疑、討論を省略して原案通り可決致します。

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

次日程第八の那覇市都市計画條例を廃止する條例制定について議案第四十一号を議題と致し書記をして議案の朗読を致させます。

（書記「新垣政二君」議案第四十一号朗読）

――― ― ―――










議案第四十一號

那覇市都市計画條例を廃止する條例制定について

那覇市都市計画條例（條例第十一号）は都市計画法が立法されるまでの處置であり、同法が一九五三年八月十七日に公布されたから左案の通り廃止致したいので、議決を求めます。

一九五三年九月八日提出

那覇市長

又吉康和

那覇市議会議長

真栄田世勲殿

那覇市都市計画條例を廃止する條例（案）

那覇市都市計画條例（條例第十一号）は廃止する

附則

この條例は公布の日から施行する










○議長（真栄田世勲君）

本案別に問題ないと思います。それで貭疑討論を省略し、原案通り可決することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依って議案第四十一号は貭疑討論を省略して原案通り可決致します。

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

次に日程第九の那覇市市街地建築制限條例を廃止する條例制定について議案第四十二号を議題と致し書記をして議案の朗読を致させます。

（書記「新垣政二君」議案第四二号朗読）

――― ― ―――










議案第四十二號

那覇市市街地建築物制限條例を廃止する條例制定について

那覇市市街地建築物制限條例（條例第十二号）は都市計画法が立法されるまでの處置であり、同法が一九五三年八月十七日に公布されたから左案の通り廃止致したいので議決を求めます。

一九五三年九月八日提出

那覇市長

又吉康和

那覇市議会議長

真栄田世勲殿

那覇市市街地建築物制限條例を廃止する條例（案）

那覇市市街地建築物制限條例（條例第十二号）は廃止する

附則

この條例は公布の日から施行する。










○議長（真栄田世勲君）

本案提案理由の通りでありまして別に貭疑意見はないと思いますので貭疑討論を省略して原案通り可決致して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依って議案第四十二号は貭疑討論を省略して原案通り可決致します

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

以上市長提案による議案を終了致しました。

次、日程第十の軍使用地問題の処理に関する特別委員会設置について決議案第二号を議題と致し書記をして朗読致させます。

（書記「新垣政二君」決議案第二号朗読）

――― ○ ―――










決議案第二號

軍使用地問題の處理に関する特別委員会　設置について

終戦いらい那覇市民及び那覇市の所有地がアメリカ占領軍によって兵舍、港湾、道路諸施設に取上げられ、そのために大きな犠牲をこうむっている市民の悲惨な実情は今更申し上げるまでもありません

那覇市自体が多くの市有地を軍に使用されそのために市公共施設用地を個人から八〇〇坪余り（市内小学校敷地を入れると相当数になる）も借りております

ところが軍から支拂う市有地の使用料と市公共施設用地使用料として個人に支拂う額とのひらきが余りに大きくこれは軍が一方的に決定した土地使用料の坪当り金額がベラボーに低額であることは全沖縄人民が認めている所でありますし、又去る六月九日市議會定例会における本会議で指摘しました際議員諸賢がひとしく認めておられる所であります

このように沖縄人民の所有地である全軍用地に対する軍の地代決定の非民主性と非妥当性が土地解放、使用料不拂いの不当性がいまや沖縄の一大世論として人民の間に発展しつつあり、ついにこの人民の要求と不満は琉球立法院に軍用地特別委員会を設置してこの任務を実行させ、また市町村土地特別委員会連合会も結成され軍用地関係各市町村の自主的に組織する土地特別委員会を単位として特に軍用地に関するあらゆる問題を人民の要求している方向に処理し努力する運動を始めています

那覇市民はいまだに旧市内に移動し得ず旧垣花町、山下町、住吉町を始め多くの町が（旧行政区）住民の切なる要求にもかかわらず未解放のまま軍用地としておさえられ大多数の市民がその軍用地々代を一銭も支拂われず、支拂をうけた土地でさえも国際法に違法する二十年契約という条件づきで、しかも地主には何等はかることなく一方的な土地使用料をうけている状態でありさらに又軍用道路一号線等に所有地を潰された人達が賠償もされずいかなる方法で解決されるとの見透しもないままに不安な状態で苦痛をしのんでおります

現在、軍使用地関係市町村議會でそれぞれ軍用地特別委員会を構成している事実にならうまでもなく以上申し上げました様な軍用地問題に関する程々の未解決な点を解決しさらにそれを促進することが那覇市議会に課せられた当然の義務だということは明らかであります

よって本定例議会におきまして市民多数のこうむる損害、苦痛、不安の現実にもとづき、全市民的な要求を正しくとり上げ那覇市民の利益を守り権利を確立する民主々義の本旨にのっとって市議會に軍使用地問題の處理に関する特別委員会を設置致したく議会の議決を得たいので提案する

一九五三年九月八日提出

十四番議員　金城兼市

二十番議員　島袋嘉順

二十三番議員　大湾喜三郎










○議長（真栄田世勲君）

提案者の趣旨説明を求めます。

○金城兼市君

提案した理由は只今書記が朗読致した通りでございますがこの問題は私から申上げるまでもありません。極めて重要な問題であります。近日市の産婆役で結成される軍使用地の地主を以って構成する軍用土地特別委員会が結成されるというのでございますが更に強力にするためには市議会の中にこの委員会を作り一日も早く我々の苦痛として居る土地問題を処理したいと思いまして提出したのでありますから全会一致で速かにこれを実施されんことを希望致します。

○島袋嘉順君

只今提案しました軍使用地の問題の処理に関する特別委員会設置について既にお手元に差上げてあります通り説明を加えるまでもないと思います。ただ私からこの特別委員会の設置に当りまして特に当局に貭問したい点がございますのでその点を含めましてこの軍使用地問題に関する特別委員会の設置を満場一致で可決して戴きたいと思います。と申上げますのは現在沖縄に於て市町村土地特別委員会連合会が組織されております。これは軍使用地問題に関係のある二十三ヵ市町村で結成されております。この市町村特別土地委員会連合会は既に発足し規約も制定されまして、現在立法院にありますところの軍用地特別委員会の下部組織的な形としてこれが各市町村に行われております。展開されております。この市町村特別土地委員会連合会の結成に当りまして何故これを申上げるかと申上げますとこの問題は私達から提案しております特別委員会の設置に関して非常に重要な関係をもつておりますので、これを申上げる訳であります。この特別委員会の連合会の結成總会或はその他の会合の時に那覇市当局に対しまして招請状が発送されております。既にこの会合が三回乃至四回に亘っているに拘らず那覇市代表が一人も出ていないということに対して何故出なかったか、出なかった理由を説明お願いします。以上この决議案の中にも書いてございます通りこの特別委員会は十四番議員からも説明がございました通り現在那覇市でも先申上げました特別土地市町村委員会連合会を那覇市の下部組織として組織を那覇市当局が急いでおります。このことにつきましても即ち軍用地の地主自体で構成する土地特別委員会の下部組織を組織するに当りましてどうしても那覇市会の中にもこの軍用地に関する特別委員会を設置する必要がありますので特にこの点と関連させましてこれをお認め願いたいと思います　以上この特別委員会の設置につきましては去る六月九日の市定例会以来二十番議員が特に強調して申上げていることでございますので今更これを改めて説明するまでもないと思います。以上お認め願いまして先も申上げました通り全会一致で可決して直ちに軍用地問題に関する特別委員会の活動を始められるようにお願い致します。

○議長（真栄田世勲君）

本議題の貭疑に入ります

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御貭疑ないと認めます依って討論に入ります。

○比嘉朝四郎君

二十番議員の御説明で委員会の設置についてその趣旨に賛意を表するものであります。寧ろ那覇市に於ては遅き感がするのでありますがここに提出されている理由書は長たらしくて穏便でないように思われますので次のように簡単にして貰ってこれを全会一致可決したいと思います。「土地使用料決定が甚だ不利の立場にある軍使用地の地主である那覇市民のためにこれが円満解決を期すべく那覇市議会に軍使用地問題に関する特別委員会を設置致したい」こういう風に簡潔にしてこれを全会一致可決致したいと思います。

○議長（真栄田世勲君）

只今の設置することは可決するがこれに対して、この提案理由が長いから八番議員からの案のような簡潔にしたいこういう修正意見が出ておりますがこれに対して御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

八番議員（比嘉朝四郎君）から提案しました特別委員会の設置の主旨に対して全面的に賛成であることはおつしやつた通りでありますけれどもその言葉の中に私達から提案しております。特別委員会の設置についての決議案は穏便でないといつておられますけれどもその点を説明して貰いたい。次に八番議員の説明によりますと軍使用地代の决定軍使用地代は一方的であるということを取上げておりますけれども果して那覇市の軍使用地の問題は土地使用料だけが問題になるのであるかどうか、その点に於ては私疑問に思うのであります。例えば現在那覇市の中には相当の未開放地がございます。この未開放地は現在使っておらないに拘らず軍使用地として指定されているところが沢山あります。更に又あの軍用道路である一号線のために自分の土地を潰された人達が沢山おります。こういう問題もございます。更に又軍使用地の決定丈ではなしに未拡の分が沢山あります。これは穏便でないとおつしゃっておりますけれども果して我々の生活の問題を左右する土地問題、戝産問題、所有権の問題につきまして我々市民の真意を代表して我々が取扱う場合にどのような点が穏便でないかその点を一つ八番議員の率直なる御意見を聴きたいと思います。

○比嘉朝四郎君

簡単に申し上げませう。全文穏便でない様に私は見解の相違で感じて居ります。

○議長（真栄田世勲君）

お諮り致します。それでは設置することは全員御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないようでありますから、その設置理由は八番議員の提案通り簡潔にしては如何ですか。

○大湾喜三郎君

今先二十番議員（島袋嘉順君）から当局に御貭問があったのですがその回答をお願い致します。

○議長（真栄田世勲君）

暫く休憩致します。

（午前十一時二十分　休憩）

――― ― ―――

（午前十一時二十五分再開）

○議長（真栄田世勲君）

再開致します。

○島袋嘉順君

どうしてこういう重要な問題が曖昧にされるか私は疑問であります。それで今先の助役の答弁は休憩中の説明でありまして本会議としてこれは記録に載せる必要がありますので会議が開らかれておりますからその意味で説明をお願い致します。

○助役（嘉手納並水君）

第一回は全然来ておりません。第二回のものは結成の要請でありますがこれに対しては市も少々遅れておりましたが目下去った五日までに各町復興期成会に対して人選方を依頼してそれがまだ集まっておりません。第三回のやつは向うの委員が決ったという通知を受けております。

○議長（真栄田世勲君）

決議案第二号は討論終結委員会を設置することを可決致しまして、今の提案理由を簡潔にする説と島袋議員外二名から出されたこの原案とどちらを取りますか。八番議員の修正意見通り可決しますかそれとも原案可決致しますかお諮り致します。

（「原案可決」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

それでは決議案第二號は原案通り可決致します。

――― ○ ―――

○親里嘉英君

只今軍使用地問題の処理に関する特別委員会の設置が可決になりましたのでこれに伴って特別委員をここで選任して貰いたいという動議を提出致します左様取計われんことを望みます。

○議長（真栄田世勲君）

只今一番議員から議亊日程追加の動議が出ておりますが御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議がないようでありますから日程第十の次に十一として軍使用地問題の處理に関する特別委員会委員の選任についてを追加し以下順次日程番号を繰下げます。

○議長（真栄田世勲君）

只今追加せられました日程第十一の軍使用地問題の處理に関する特別委員会委員の選任についてを議題と致します。お諮り致します。委員の数は何名位に致しますか。

○金城兼市君

現在設置されている委員会同様十名位にして戴きたいと思います。

○浦崎唯治君

余り多くても何ですから七名位がいいぢあないかと思います。

○大湾喜三郎君

建設委員總務戝政委員は十名ですから、この重要な問題がこれより下廻るということはないと思う。だから私は十名を主張する

○城間康昌君

常任委員ぢあなしに特別委員だから常任委員の中から特別委員を出すから七名で結構ぢあないかと思う。

○島袋嘉順君

外の例を取り上げるまでもないと思うが小禄村の特別委員会、これは強制土地取上に対する特別委員会でありますがこの特別委員会と性格は略々似ていると思っておりますがこの人員は委員長以下十名となっております。

○議長（真栄田世勲君）

十名説と七名説　二通りとなっております。お諮り致します。一応休憩致しまして協議会に移りたいと思います。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

それでは協議会に移してこれを話合って決めたいと思います。休憩致します

（午前十一時三十三分休憩）

――― ― ―――

（午後零時一分再開）

○議長（真栄田世勲君）

休憩前に引続きまして議会を再開致します。日程第十一の特別委員の選任について、委員の数は十一名、方法は議長の指名推選によって御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議がないと認めます。依って委員数を十一名として議長は、比嘉朝四郎、糸数昌秀、辺野喜英興　儀間真喜、佐久川長吉、島袋嘉順、新垣松助、上原仁慶、浦崎唯治、大湾喜三郎、長嶺将真、以上十一名を指名致します。以上の方々を当選人とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました

お諮り致しますこの問題は市町村自治法の特別委員会の規則に謳われてある通り、これは軍用地問題に関する限り閉会中もこれに審査権を與えるということを市会として決議致したいと思います左様可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました

――― ○ ―――

それでは日程の第十二以下は晝食の関係上午後に致しまして、午後一時から会議を再開致します。休憩致します。

（午後零時四分休憩）

（午後一時七分再開）

○議長（真栄田世勲君）

會議を開きます。日程第十二那覇市各区長設置に関する意見書について決議案第三号を議題に供し、書記をして朗讀致させます

（書記「新垣政二君」決議案第三号朗讀）

――― ― ―――










決議案第三號

那覇市各区区長設置に関する意見書について

市町村自治法第百九條の規定により那覇市各区区長設置に関し別紙案の通り意見書を提出したく議會の議決を得たいので提案する

一九五三年九月八日提出

十四番議員　金城兼市

二十番議員　島袋嘉順

二十三番議員　大湾喜三郎










那覇市各区区長設置に関する意見書案

市町村自治体に於ける地方行政の主目的は市町村民の生活の現実を正しく判断して市民の要求や不満を市政に反映させる政策を打立てると共に市民生活の中に起る種々の繁瑣な問題を速やかに處理し、これを簡易化することだと考察します

新に制定された市町村自治法に区長制度をうたって居りますが市町村行政の最末端に区長を置くことも前に述べました趣旨に基づくものと信じます。特に消費商業都市としての那覇市には農村、漁村に於ける生産業崩壊政策の犠牲者が多数転籍移動して居り人口既に七万を数え日常生活の困窮と不安の中に陷し入れられて居る市民にとって区長の存在は当然の要求であることは論を待つまでもありません

所が一九五一年三月当間市長時代に那覇市区長制度が市民の意志とは関係なく廃止され、以來市民は極度の不自由さに悩んでおります。廃止の理由は市の財政困難を切り抜けるためだと発表されて居りますが区長制度の廃止が万一市民の生活安定と利益擁護の一部でも破壊するものである限り、この行政上の處置は誤りであることを指摘するのに困難ではありません。事実市民の間に起る区長制度復活の要求は日々昂って居り、十一区は一九五一年十一月の区民常会で自主的に区長選任を協議しましたが区独自の区長設置に伴ふ諸経費が区民の負担能力の限度を越える爲、この自發的措置は実現しなかった次第であります。この様なことが他の区でもあったことは既に諸賢が御存知のことであります

然し那覇市区長制度復活は七万市民の直接日常生活と結びつく要求だけでなく市当局の行政執行面に於いても各部内（例えば税務課、労務課等）でそれぞれ区長設置の必要性をとなえて居りこれを要求して居ることも又事実であります

更に又この度市町村自治法の一部改正に依って区長の市町村長による任命制を「区民の推薦に依る人を市町村長が任命する」と改正され、之に依って区長の必要性とその民主的選出方法が強調されて居ります

以上述べました通り市民生活を安定向上させ又市行政を能率的に簡易化する上に必要且急を要する問題でありますから市町村自治法第百九條によって那覇市区長制度を復活される様市民の名によって要望します

右市町村自治法第三十九條の規定に依り意見書を提出致します

一九五三年九月８日

那覇市議会議長

真栄田世勲

那覇市長

又吉康和殿










○議長（真栄田世勲君）

提案者の趣旨説明を求めます。

○大湾喜三郎君

この区長制設置に関する意見書についてその趣旨を説明申し上げます。この意見書案に大体書いてある通りでありますが現在衛生の面なり或は課税の面なり各市民がじかに市当局に話しするのですが、市民の大体の方達は余りに仕亊が忙しいために市當局に態々来ることは出来ないという風な点がありまして区長がおりますればその区長に連絡をとり自分達の不自由さ並びにこうして貰いたいということをじかにいえるような点がありますのでこの区長制度を復活して是非ともやって貰いたいと思っている次第であります。この間立法院で市町村自治法の一部改正でありますが、区長は区民の推薦による人を市町村長が任命するという風なことになりまして大体任期は一年になっております。所謂民主的な動きになっているような次第でありますのでこの区長設置に関する問題を全會一致で可決し区長設置の意義をあらしめたいと思います。

○議長（真栄田世勲君）

本議題の貭疑に移ります。

○新垣松助君

貭問致します。現在那覇市は七万の人口を擁しておりますがそれに対して、例えば一区からペリー楚辺、それから最近美栄橋町が三百六十四名、若狭町十五名、前島町八名そういう新たに区が出来つつあります　そういう人口に対しても区長を置くのか、又は大きな区に対しては五区は六千七百三十八名、十区は六千八百五十四名、八区の如きは千八百八十九名、三区千八百十三名それに美田の如きは五百九十四名、公園九百二十一名そういう風な複雑な人口戸数になっております。六千の人口を有つ区、又は二、三千人の人口を有する区に対しても区長の制度をした場合には、その侭一名宛区長を置くのでありますか。これはわれわれとしては八十万の予算の浮くのを計算して当間市長時代に区長廃止をやったのでありますがそういうものに対して区の人口数も区別なくその侭区長制度を設けるのであるかどうか　貭問致します。

○島袋嘉順君

只今の御貭問御尤もだと思います。但しこれに対して具体的な案をもっておりますので一応御貭問に答えたいと思います。と申し上げますのは別に一区に當り一人の区長を置け或は書記を置けという意味合のものではないのであります。例えば奥武山ペリーの如きは人口約九百、そうした場合にこのペリーと奥武山を一緒にした区長を区民の中から推薦することによって置くことが出来るかどうかということは、これは区民の意思に相談した方が早いのではないかと思いますペリー奥武山を一緒にした、統合した一人の区長を置くことが便利であるかどうか、奥武山におられる方々が例えばペリーに区長を置いた場合に奥武山にいる方が便利であるかどうか、独自に一人奥武山に置いた方が良いかどうか、然しその場合に予算関係はどうなるか、ということは今後の問題に掛かると思う。それから壺川と美田の方もそういうことが言えると思う。若狭町が現在移動中であるがこの部落に対しても一人置くかという質問も出ておりますが、これも技術的な問題であってあの方面に今年中に、十二月頃までに五十四年度の予算年度にどのような人口が部落が移動が出来るという風なものからこの問題は検討されると思う。私達が申し上げますのは只今の十一番議員（新垣松助君）の質問は予算に関連したことであるのかどうか、或はそういう区の小さな問題を取り上げることによって小さな区の問題から出て来る難しい問題のために区長を置くべきでないという結論にもっていらっしゃるかどうかこの点を貭問したいと思う。

○新垣松助君

区長というものは市町村の連絡機関、延長機関でありまして、それに対しましてこの行政区域に、これは２市二村の合併、若しくは真和志村との合併、そういう合併後に遠いところ、例えば真和志村の如きは上之屋、上間、離れ離れの部落に対しての区長制を必要とする處でありまして戦前区というのは全然なかったそういう関係から、これは合併後に町制を設けて例えば現在の七区から八、九、十、十一の如きは先ず町制を設けて、開南町にするか樋川町にするか又は壺屋の如きは一区から二、三、四区まである。その人口は一万八千六百六十四人を擁しているそういう地域をば町制にするか、どうか研究して後この制度を設けたい。区に区長を置くという制度は私は現在のところ反対であります。

○島袋嘉順君

十一番議員（新垣松助君）の御意見に対して私こういう意見をもっております。と申し上げますのは、これは十一番議員に対する質問にもなると思いますけれども今先の意見の中から非常に重要なことが出ております。これは先の御意見と今先の御意見の中から二つの重要な問題が出ておりますけれども、これは前に区長を廃止されたのが八十万円の予算を浮かすためのものであったかどうかを我々が議席を得る前におられた議員の方々から、市當局の方々にこの区長廃止が只単なる八十万円を浮かすための区長廃止だったかどうか、それに関連して那覇市會ではどういう結論を出したか市民の意見はどうであったかということが重要な点として出ている。それから市町村自治法の第百九条をみるとこれは改正前であるが、八月十九日にこの百九条が一部改正になっております。その改正されたのを含めましてこういう市町村の亊務処理の便宜のため条例で区を画し区長を置くことが出来る。この後段に前のものは「区長の任期は二ヶ年とし市町村長は任期中でもこれを解職することが出来る」と謳われておりましたところがこれを民主的に改正されまして市町村は亊務處理のため条例で区を画し区長を置くことが出来る。但し区長は区民の推薦する人を市町村長が任命する　それから後段の二番目の区長の任期二ヶ年になっております　この市町村自治法の百九条の一部改正は所謂区長選出の民主々義的な方法が言われております。誰が考えても妥當であります。當然であります。市民の意思に反する区長が時偶、市町村長の任命によって擧げられる場合があります。百九条の一部改正は只今申し上げたところの非民主性を改正するために取上げられております。そのことについてそういう風な市町村自治法が謳われております場合に私達の方から区長を設置せよという市民の要求を出しております。これは私個人の問題ぢあなしに去った九月五日の那覇高校に於て約二千名以上の聽衆に対しましてこの区長設置の提出議案を私は報告しました時に全員から賛成の意を受けております。今市内では何処の区の中にもこの区長選出の要求が澎湃として起っております。この市民の要求を今取り上げております。處が、只今の十一番議員の御意見を聽きますと現在の区を戦前の区に戻して行くような区を統合して一つの区を作るような御意見が出ております。これは現在臨時的な措置として行政措置として解されている處の現在の那覇市内の区を戦前の行政区に引戻して行くということは我々の念願する處でありますと同時にこの念願は先擧げられました土地委員會並びに土地委員會と結びついた市民の未解放地の即時開放と結びついてしか実現出来ないと思う。そうなった場合に、只今の十一番議員の將来二、三区、現在十一区七区六区辺りを統合した樋川区と統合区を設けます場合に樋川区という二、三ヵ区を統合した一つの区を作る場合に果して現在の状態で見通が付くかどうか、それが作るまで市民の直接に更に心から念願している区長設置を取り上げられますことによりまして十一番議員から出た二つの問題に私は案外この二つの問題が今ここに論議されます区長問題の盲点にもなるのぢあないかと思う　この点につきまして當局から区長を廃止したのが八十万円の予算を浮かすためのものであったかどうか、次に区長の設置について只今十一番から発言された通り將来はそういう風な区の統合の問題を行政的に處理して行く見通しを持っているかどうか、それの実現についてどの程度の期間の見通しを持っているかどうか一応當局の答辯を聽いてから更に討論を續けたいと思います。

○助役（嘉手納並水君）

区の廃止問題に関しましては約二年前に議會の方から色々廃止要望がありました。それで市としましてもこれは相當研究しなければいかん問題であるから各課長連中の意見も徴して先ず廃止しても差支えないという處まで来まして、そして廃止した訳であります。あの當時経費が約百二十万円程度掛かったと思いますが、その位軽減されてこれが色々の亊業費方面にも廻った次第であります、それから今後の町制と申しますが、これに関しましては色々研究を續けておりましてまだ結論に到達するに至っておりませんが今後の統合問題、合併問題なんかとも関連しまして適当にこれをどうということは今言えないような形になっております。合併も私の考ではそう遠くないだろうと思いまして先ず研究は進めることにしておりますけれども結論は出しておりません、それから今の区長を新しく作るという問題でありますがこれは前にも述べました通り市會の要望があって市はそれについて研究した結果廃止した訳であります。まだ二ヶ年そこそこになっておりますが、その結果として色んな方面も議會の皆さんが研究なさって、そして或る結論を得ましたならばこれは市としても戝源の裏付けがなければいかん、それで戝源問題も研究しまして善処して行きたいと思います。

○島袋嘉順君

更に當局に貭問します。當局自身も区長制度を単なる連絡機関として市民と那覇市との連絡機関としか考えておらないかどうか或は区長に対してもっと違った見方をもっておられるかどうか。これが一つ、それから那覇市の責任者は既に毎週月曜日に定例部課長會議がございます、この部課長會議で私が廻った範囲内でも約二、三課或はそれ以上の部長或は課長が区長制度の復活を要求しております。と申しますのはその人達は直接区民との折衝によって区長の設置が必要であるという結論の下にこういう意見を出していると思います、そういう場合に如何なる討議或は方針が決定されているかどうか或はその責任者として助役は区長設置に対して助役としての個人的な、というのはおかしいが助役としての区長設置に対する御意見を承りたいと思います、以上三つ。

○助役（嘉手納並水君）

区長設置に対する私の考え方と致しましては先も申し上げました通り市會の皆さんの御意見を伺いましてそれによって戝政の裏付けになるような方法も研究したいとこう考えております。

それから部課長會議の件でありますが、これには、部課長として特に何処かの課長が提案されたことはございません、然し乍らこれについては色々税務方面からも令書の配布伝達なども研究問題として色々話合でありますが、それについてはまだ正式に区長を設置するという案は出ておりません、然しながらこれについてはなお皆さんの御意見によりまして研究する必要があれば今から又やって行きたいとこう考えております、今までの区長は最初あれが発足しました当時は土地の割当とが配給関係の仕事が主でありました、そしてその後戸籍方面が相當仕事が出まして、その方面、受入ということをやるし、それから令書の配布、伝達というような仕事をやっておりました。

○島袋嘉順君

只今の助役の説明の中にありましたけれども区長設置に関する意見を市會の意見を聽いてしか市が纒められないといっているがこれは部課長會議で、この区長問題が取上げられていないということに那覇市自身が区民の直接の要求を聽いていないという具体的な事実が現われていると申しますのは、前の時代には区長の外に書記がおります、これが区民の経費で賄われているにしろ市の経費で賄われているにしろ何れにしても区の中には区長と書記がおります。この区長の仕事が今の助役の御説明或は御見解を聽きますと区長は単なる市役所と市民の間の事務の処理屋にしか過ぎないのであります、私達はこう見ております、私の申し上げることが今後の区長を置かなくてはいかない大きな基本的な問題になって来ますので一応申上げます、区長は只今の状態で行きますと市自身の考え方の通り行きますとこれは上意下達の機関にしかならないのであります、市民がこういう植民地的な支配下に於ける生活の中にどんなに苦しんでいるか市民は水の問題でどんなに悩んでいるか或は税金の不徹底さ曖昧な課税でどれ位苦しんでおったかということを果して那覇市自身が区民の直接の要求としてどれ位直接に願っていたかということは区長の仕事がこういう風な考え方である限り変らないと思う。区長は下意上達の機関である、市民の直接の声を上に持ち上げて行く更に区長自身が那覇市會と同じような性格を持つところの討議或は討論の意見具申の機関にならなければいかんということ、これがあの市町村自治法の改正によって謳われているところの区長の民主的な存在であります、そうした場合に只今の区長制度に反対される方々の御意見がそういう一点に集中している場合大きな誤りであるということを指摘したいと思います　即ち今まで申し上げました通りに区長を単なる那覇市の令達機関として扱って行く場合に区長自身がそういう風な立場に置かれた場合は絶対に区民の下からの要求生活の問題を直接那覇市當局に那覇市會自体に訴えることは出来ないと思う、今先の八十万円　これは助役の報告によりますと議會からの廃止要求があって廃止した而もその経費が百二十万円軽減された、これは事業費に廻っているというております。そういう場合に果して議會がこの百二十万円の経費を浮かすための決議であったのか、那覇市当局に議會から直接要求したのか或は那覇市当局の慫慂によって那覇市會はそれを扱ったのかどうか我々は余りに不明朗であるためにその説明をお願い致します。

○助役（嘉手納並水君）

これははっきり申し上げますと市會からの要望が強うございましたその慫慂によりまして市も案を練った訳であります。それから上意下達をおっしゃっておりますが、それはあの当時失張り下の声も市は色々聽いて検討はしております。何も全部上からの命令を押付けて来た訳ではありません。色々民衆の声も聽いてそして善処して来た積りであります。

○島袋嘉順君

今までの説明で大体はっきり分ります

というのは市は別に市民の下から上って来る要求を無視していないといっているが無視した事実があります。と申しますのは今までの報告から見ると如何にも那覇市会自体がこれを決議して那覇市當局に押したような説明になっておりますが、現在の那覇市の責任者の口から現在まで区長を設置出来ないのは予算問題でなしに政治問題があるということを聽いております。必要ならば公的な職名まで申し上げます。そうなりました場合に今まで事実が区長を置けないのは区民の直接の声の盛り上ることによって政治的な力を持つ、どうも反當局派的力になり勝ちであったということがその當時の区長達の話から区長廃止を反対した区長の口から出ております。区民の生活問題である限りこういう風な政治的な陰謀のために政治的な策謀のためにこの問題が取り上げられ或いは廃止の問題が実行されたということになりますと、この那覇市の政治の行き方が基本的に誤りであるということを私は今までの助役の報告の中から窺っております。若しこれに対して御意見がありましたら一応貭疑を打切って討論に移して貰いたいと思います。

○議長（真栄田世勲君）

貭問を打切ります。討論に入ります。

○城間康昌君

私は区長は市吏員であって市長の命に從って市の事務の分担をするものと思っておりますが只今提案者の説明によりますと下意上達機関を主としていると承りました然し私は区長が政治性を持つということは反対、そういう仕事は市會議員それ自体がやるべきであって何も区長がやるべきでない、又市民の声は市會議員も皆聽いている　二十七名の議員がいる。区長は何名出て行くかということもいえる。だから政治性を持つ区長制度の復活ということには絶対反対である

○島袋嘉順君

只今の四番議員（城間康昌君）の御意見は支離滅裂ではないかと思います。区長が政治性を持つことに反対と言われておりますが誰も政治性を持たして呉れといっていない。それが区長が正しい行き方で仕事を進めて行く場合に持つことがあるかも知れませんけれどもこれは区長の問題であります。我々人民党的な或いは民主党的なそういう政治的な力を持たせとはいっていないのです、区長が区民の代表となって市民の意見を直接上に反映して行く過程に於て若しこの区長が政治性を持つならば、その政治性は区民の生活をする上に於て擧がって来たということに於て間違いないと思う　そういう意味から四番議員の意見は余りに一方的でないかと思う

○城間康昌君

只今の御意見によりますと区長は先程も申しました通り助役は、区長は市の吏員だ、市の事務の分担をして処理するということをいっている。それに対して島袋議員はこれは下意上達ということを強調しておられる下意上達ということは必ずしも区長のみでやる仕事であるか、議員自体がそれをやるのが、我々市會議員として選ばれた市民の代表者が上意下達、下意上達をやるのが議員の職務であって必ずしも区長制度を置いて区長にそういう仕事をさせるということが間違いぢぁないかと思う。

○比嘉朝四郎君

一九五一年三月からこの方廃止されまして過去二ヶ年になりますが未だかつて区長を廃止したからといって一つもトラブルが起っていないのであります。なくても差支えなければ設けんでもいいと思います。反対致します

○上原仁慶君

本員は区長制の復活に対しては真向うから反対するものであります、というのは先程島袋議員が、如何なる理由で区長制を前議員は廃止したかという問であったが、これは案にも出ました通り、當時戝政の困難からでありました。そして、それと事務の簡素化からであります。その事務の簡素化は當時は地方町村からの受入転出、転入が非常に繁忙を極めておりましたために、配給関係なんか、相當仕事があったのでありますが、それも一段落つきましたし戝政が不如意でございましたのでそれを捻出する面から我々は當時當局とこの区長の制度を廃止したのであります。それで只今比嘉議員が言われた通りこの区長を廃止しまして今日に至ったのでありますが、何らのトラブルも起っていないのであります、然し区長を廃止する代りに本員は出張所を設けたい、というのは百九条には区長設置の制度がありますが、市民に福祉を與える面から今一つ九十五条に出張所を設けることも出来る、こういう風になっております。何故出張所を設けるかということにつきましては現在の役所はまだあの壺屋の近くにありました時には勿論市民に対しては不自由は掛けなかったかも知れない、然し一号道路を越して現在の所になりますので市民は幾分不便を感じているかも知れません、それで私は区長を復活するよりも、出張所を設けまして、最小限度の事務の簡素化の面から出張所を設けた方がいいと思います。

○浦崎唯治君

私も十二番議員（上原仁慶君）並びに比嘉議員の意見と同様でありますが、大体区長制が廃止になったのも予算の軽減、百二十万円の予算の軽減が大きな狙いでありまして更にこれが復活するということは所謂市の予算と睨み合せてやるべきであって、仮に一区から十一区、楚辺、ペリーと十八区か十九の区長が出来る、そうなると四十名内外の新たな市の吏員を設けなければなりません、そうなれば二百万円位の多額の費用を掛けて、これを設置することは現在の那覇市の戝政困難の今日はどうかと思うのであります。だから今十二番議員のいった通り現在の楚辺の出張所と元役所跡の出張所を強化して市民の便利を図って、これでやって行きたいと希望するものであります。

○大湾喜三郎君

現在市役所もこういう天妃に来ておりますし各区に区長がいないと区民の意思は全然反映しないのであります。というのは仮に出張所を置いても現在の区民の旧那覇市の状態でありますれば或は色々な面も直ぐ分るでしょうが現在、あっちこっちに入り込んで区を形成している、これに対しては区長自体が区民の中から選出した区長自体がいなければ区の在り方は分らないのであります　区民の姿は区長でなければぢかに区民に接しているものでなければ分らんのであります。もう一つは課税の対象であります。最近徴税課あたりで大分積極的に動きまして六〇パーセント徴收しているというお話を聽いておりますが区長自体がおりますればこの課税の姿もはっきりするのではないかと思う。次は労務課並びに社會課或は衛生課の面を考えます場合実態調査の面もスムースに行くのではないかと思う。例えば労務課の実態の調査　社會課の、社会亊業の面といいますと、現在扶養者の姿ははっきりしております。が、例えば一つの家族がありまして働く人が死んだ場合、この姿を一番よく分るのは区長であります。こういう風な姿、区長制の中から、ぢかに市当局に反映して行くので當然区長そのものは設置しなければいかんだらうと思う、これは市民の福祉のためにも設置しなければいかんだらうと思う。

○島袋嘉順君

先八番議員（比嘉朝四郎君）と十二番議員（上原仁慶君）がトラブルという英語を使っておりましたがトラブルを解釈しますと紛爭になります。勿論区長問題で今紛爭を起し得る程度に来ていないというのは、これは苦情なんです　あなたがたの耳には聞えないかも知れませんけれども苦情があるのです。別に市民が紛爭を起してまで区長を置けといっている訳ではない直接の問題が市に反映しない、市政に反映しないために区長を置くべきであるということを考慮している。もう一つ亊務の簡素化といっているが、亊務の簡素化に対して十二番議員が出張所を置くといっておりますけれども出張所をどういう形で置くかこれは一応議案は三日前に配っておりますから反対理由は討論されていると思う　出して貰いたい。今の区長問題につきましてこれは非常に政治的なものが潜められていると思う、と申しますのは既に市會の内容自身が対立している　区長を置くべきであるという側と置かないという側が対立している　而も政治性を帯びているこの区長問題に対して今日の本會議が政治性を帶びていることは過去に遡っております。或る大きな理由が潜められている。政治的な策謀が目にちらついている　この問題について私は今はっきり申し上げますけれども、企画部長に対して那覇市としても区長を置くべきであるということを申し上げた時に各部課でもそういう要求がある。何故置かないのか、どういう理由で置かないのかとききましたら予算問題だというのです。予算の問題の外にあるのぢあないかとききましたら、政治的な問題があるかときいたら幾分かあるという　企画部長室での御返事です。企画部長がそういう発言をされているのであります

○上原仁慶君

島袋議員にお答え致します。トラブルということは紛爭と、こういう風に解釈しているようでありますが、これは間違っていると思いますが、支障、差支えという風にしか解釈していないのであります。又出張所は如何なるものであるかという貭問であるがこれは今出張所がございましてああいった形の出張所でございます。

○議長（真栄田世勲君）

論議が盡きたようでありますから討論はこれを以て打切りまして表決に入ります　区長を置いた方がいいという原案を可とする人は擧手願います。

（擧手七名）

○議長（真栄田世勲君）

少数であります。区長設置に関する意見書について決議案第三号は少数でありますので否決致します。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

次ぎ日程の第十三、対日平和条約第三条撤廃による沖縄諸島の即時完全日本復帰について決議案第四号を議題に供じ書記をして議案の朗讀を致させます

（書記「新垣政二君」決議案第四号朗讀）

――― ― ―――










決議案第四号

対日平和条約第三条撤廃による沖縄諸島の即時完全日本復帰について

対日平和条約第三条撤廃による沖縄諸島の即時完全日本復帰について別紙案の通り議会の議決を得たいので提案する

一九五三年九月八日提出

十四番議員　金城兼市

二十番議員　島袋嘉順

二十三番議員　大湾喜三郎










対日平和条約第三条撤廃による沖縄諸島の即時完全日本復帰決議案

奄美大島の日本復帰により一層沖縄の即時完全日本復帰が一九五二年四月二十八日に発効した対日平和条約第二章第三条を撤廃する以外に実現しないという事実を明確にした。

那覇市会は七万市民の將来を決定する民族の独立と平和と自由をかちとるため祖國復帰を熱願している那覇全市民の意志を代表して対日平和条約第三条撤廃による沖縄諸島の即時完全日本復帰を決議し、沖縄諸島日本復帰期成会に加入して日本復帰運動をすすめる市民の先頭に立つと共に対内、対外を問わずあらゆる政府、団体、機関、議会に対日平和条約第三条撤廃による沖縄諸島の即時完全日本復帰を請願する

右決議する

一九五三年九月８日

那覇市議會










○議長（真栄田世勲君）

提案者の趣旨説明を求めます

○島袋嘉順君

上程されております対日平和条約第三条撤廃による沖縄諸島の即時完全日本復帰決議案、これは奄美大島の日本復帰によりまして現在この取残されている沖縄の復帰問題が國際的な問題となりつつあります。そのことにつきまして即時日本に、一日も早く日本に復帰しなくては今後の沖縄の將来の問題が今我々の頭の中には渦を巻いております。そのために那覇市會としても當然この日本復帰の促進に対する運動の先頭に立たなくてはいけない段階にあると思います、と申しますのは奄美大島の日本復帰に関しましてアメリカの国務長官ダレスが奄美大島を一片の手紙によって返還されたという間違った印象を與えております。それで私共としてはこの奄美大島の日本復帰こそ、世界的な力になるつつある平和勢力世界は今までの冷い戦爭熱い戦爭という段階ぢあなしに國際的な紛爭、或は戦爭への恐怖というものは現在では或は社會態勢、経済態勢を以って國家同士間で話合うことによってこの戦爭の危機を打開出来るという非常に發展的段階に来ております。この發展して来ていますところの世界的な平和を守る勢力と更に過去八ヶ年間即時完全日本復帰のために実に四十数名の投獄者を出し、更に百万円の基金を使ってあの八ヶ年に亘る歴史的な民族的な英雄的復帰運動を斗い取りましたところの奄美大島二十二万群民の、是非日本復帰しなくてはいけない、という民族的な悲願と熱意で奄美大島の日本復帰は実現されているということは世界の人民は認めつつあります、そういう情勢の中にあります場合に沖縄だけが取残されて平和条約第三条によって取残されて矢張りアメリカの戦時占領支配下に我々は苦しんでおります、この市會の中にもアメリカの統治支配の残滓が実に濃厚に満ち溢れております。そのために我々那覇市七万の市民を代表する市會に於ても今までの政治的な、政党主義主張を超越しまして民族的に大同団結しなければならない復帰運動に七万市民を代表して先頭に立って運動することが今那覇市會の歴史的な仕事として與えられていると確信しております。ところが我々が悲しむべきことは七万市民の市長として上っている又吉市長が実に日本復帰に反対しているということが表明されている。七万市民を代表する那覇市長が個人的に日本復帰に反対して信託統治を讃美しようが、それは別問題でありますが然し少くとも那覇市長が今七万市民の殆んど九十パーセント以上が日本復帰を要求している段階にあるとき日本復帰に反対する市長を我々は推しており市長の政治行政の下に置かれており而も去った八月十三日の全体協議會で私達の提案しました八月十五日の第二回祖國復帰大會の時に、これに那覇市會からも代表を送ってメッセーヂを出すべきぢあないかという緊急動議を出しました時に個人的には賛成であるが、市會議員としてはその態度を表明することさえ拒んだ議員もおります。こういう風な状態の中に置きますとアメリカの望むところの植民地政策がこの那覇市会を牛耳っているといっても過言ではないと思う。これは私の説明を過激であるとか或は尖鋭的であるという風に聴かれるかも知れませんが然し私のそう云う発言をよく聴かれる前にもう一度現在の那覇市内の現実の市民の置かれている状態を振り返っていただきたいと思う。その中からしか日本復帰の民族的な要求も運動も発展し得ないということを確信していますので同志と諮ってこういう決議案を皆さんにお諮りする次第であります。一つ沖縄の將来に想いを致し自分の子弟を愛するところの市會議員の方々に於きましては是非全會一致で提出致しました決議案を可決して戴くようお願い致します。

○阿波根直英君

提案者に貭問致します。

即時完全日本復帰という言葉がありますがどういうことを意味しているのですか。

○島袋嘉順君

只今の御貭問でありますけれどもこの貭問に答える前に私は去った一月十七日に行われております、第一回祖國復帰大會が開かれておりますけれどもこの祖國復帰期成會には沖縄諸島祖國復帰の運動を進める各種の団体が入っております。教職員會もその一員でありますが、この大會の決議の第一条に謳われておりますところの平和条約第三条を撤廃し祖國への即時完全復帰を期すという決議文を採択されております　この決議文は教職員會の名前を以て決議しております。それが私が九番議員の貭問に答えます前に却って私は九番議員が教職員の一員としてどういう気持でこの決議文を承認されたかを逆にお聴きしたいところであります。

○阿波根直英君

そう云った大會に於ける行き方というものは決して相談やその他の意を盡してやるようなものではないのであります。

そして又自分が徹底的に究明し得ないからといってそれに不賛成ということはいえないのであります。教職員會の名に於いてそういう立場でこういう言葉を仮に鵜呑みにしたからといって私個人の立場としては何らそういう貭問に対する責任も持たないのであります。ただ今日こういう議會に於いてこういった言葉で再び取上げられるからには検討を要すると思うが故にその意味を明かにするために聴くのであります。

○島袋嘉順君

大体九番議員の御説明の趣旨はよく分りましたからこれに対して提案者として今の御貭問にお答えしたいと思います。即時完全日本復帰、即ち現在沖縄が奄美大島と分離されている、所謂琉球というアメリカの作った行政区画の中から奄美大島が復帰して沖縄丈取残されております。この沖縄諸島の即時完全日本復帰に関連して我々が考えなくてはいけない問題は一体我々は何のために取残されているか領土権と主権を日本国に委ねながら何故統治権をアメリカに取られてしまってアメリカ支配下に置かれているかという問題は、これは平和条約第三条の後段に沖縄をアメリカの支配下に置くということを規定しているのであります　そういう前提の下に沖縄の即時完全日本復帰という問題を御説明申上げますと教職員會丈ではなしにあらゆる人達が一部の人を除いて日本に復帰しなければならないという民族感情は一致し統一されております、その時に沖縄が日本に復帰することがどういう復帰の仕方になるかといいますと失張り現在沖縄をアメリカがこれまでと同じように統治するということは対日平和条約の第三条によって規定されております。

それでありますからこの第三条の撤廃によって即時、一日も早く、言葉の通り解釈しても間違いはないと思います。一日も早く完全にアメリカの支配下に置かれずに日本政府の行政権をそのまま施行されるような自主的独立の日本復帰を捷取りたいと思います　アメリカの支配下に置かれながら復帰するのでなしに本貭を伴うところの日本復帰これが所謂完全日本復帰であります。そしてこの日本復帰、我々沖縄の一人々々が要求しているように一日も早くアメリカの支配下から逃れて日本に復帰しなければいけないというのが讀んで字の通りであります。別にこれに対して法律的な解釈を加える必要はないと思います。これまで八ヶ年間アメリカの軍事占領支配下に置かれて生活の不安に陷し入れられていた凡ゆる階層の沖縄人民の心からなる悲願でありますからこの悲願をただそういう言葉として現したに過ぎないのぢあないかと思っております。

○阿波根直英君

よく分りました　私が態々この席上でそういった言葉を一々取上げますのは実は今島袋議員からのお話のように教職員會もこういった個条を揚げております。その他のものもあったと思いますが確かにこれがある、私の記憶するところではこの個条を掲げたものは立法院に於ける瀬長議員が第一番であっただらうと思うのであります。間違っておったら後で訂正致します。そしてこういったことが恐らく、それ程検討されずに教職員會あたりでも掲げたのぢあないかということは私の持っている大きな疑問であります、只私の不誠実の致すところとつつかれては仕方がないが今まで教職員會の運動の席上でそういうことを訊だす時間を持ち得ず、それ丈の勇気のなかったのは自分を責めるより仕方がないが事実はそうであったのでありますからこれは通俗に一日も早く直ぐその時から直ちにということであるが一体そういったものは一つの希望的な修飾語として使っているのか一日も早くだから、そうなる普通に考えると復帰運動をする場合に実現出来までに相當の期間が出来ると考えるが即時ということから聴く言葉の響きは聴かないときにはどんなことにも訴える猛烈な、身を捨て、飛込む特攻隊のようなものを意味しているのか、そこを私は伺いたいのであります。

○島袋嘉順君

私は今の九番議員の激烈な御言葉にそう、むづかしく答える必要はないと思う、と申上げますのは別に沖縄の県民八十万があの恐ろしい人殺しの特攻隊精神に入って行くということはないと思う。只、我々の場合を申しますと民族の復帰運動であるその意味に於いて例えば出席されておられるか分りませんが、去った八月三十一日、これまでの日本復帰運動、それを進めて参った日本復帰期成會のこれまでの運動の方針組織機構が間違っていた、これでは単なる六団体の運動にしかならない　そのためにはもっと門戸を開放して一人々々が復帰運動に参加し得るような機構と組織を作って行こうぢあないかというのが八月三十一日の代表が約百四十名位集まっております。

そういう会場でこの問題が討議されました時に誰一人として即時完全日本復帰を否定するものはいなかったのであります。そうなりますと只今の九番議員のおっしゃる通り民族的な復帰と特攻隊と同じような考え方をもっておられる場合は非常に危険ぢあないかと思う。そのこと自体が極端に申上げますとアメリカの如何なる抑圧と圧力をはね返しても暴力を使っても日本に復帰するという線香花火的な日本復帰運動はこれは大きな誤りであり、又民族運動としてとるべきもんではないと思う。その意味におきまして八月三十一日の復帰協議會の記録は既に新聞にも載っておりますけれどもその時にさえもただ問題になったのは組織機構と全部に開放することにして今後復帰運動の基本目標を何處に置くかということが論議されております。

若し只今の九番議員の御意見が他にもあるとすれば多分公開の席上であったからそう云う意見はどんどん出ていた筈であるそれが出ずに問題になったのは第三条の撤廃でのか、廃棄であるのか、権利放棄であるのかという一点に集中された、第三条の撤廃或は廃棄は言葉の使い方で実貭的には勿論変りはなく制限ということは現在沖縄と小笠原丈第三条によって縛られている、この第三条の権利を放棄するということは、結局あの第三条を死文化することになり第三条の価値がなくなるのと同じことなんです。第三条の撤廃であるか放棄であるのかということ　この二点に集中されている　今迄一人々々の運動になっていなかった日本復帰運動が一人々々の運動になりつつある奄美群島の復帰運動の経過が非常に刺戟を與えている　今日のタイムスの社説を見ても我々の言わんとするところをいっている商業新聞自体ですらそういうことをいっている　そういう立場から私は敢て即時完全日本復帰という語句に対して特攻的な感情ぢあないかという疑問が起って来る自体に疑問がある　それで問題としては即時完全日本復帰という問題をそういう意味で取扱うのか過激的な運動として取扱うのか或はこれを当り前の我々の心の中にある要求をその侭率直に出した表現として受取るのかそういう取り方如何によると思うが　その辺より御検討して戴きたいと思います。

○阿波根直英君

そういう貭問を敢てしますのは、島袋議員も御承知のように那覇劇場に於ける復帰大會の際議場そのものを騒然とさせた現実をみたのであります。苟くも沖縄が一丸となって日本復帰を熱願しそして色々と画策して運動しようというそういう會議の始めに何故にああいうような騒然たるものになるかというようなことを私見ました時にその状態が何かしらこういった言葉にも通ずるような気がしたのであります。そういう気持で即時完全日本復帰を常にもっているが故に、そういうような議場で少しでも何かがあった時には、ワッと飛込んでやる、そういう気持があられたのぢあないかと思いまして、こういう様なことを出来る丈詳しく御説明を願った訳であります。心理的な状態がそれに通うものぢあないかと思うのであります。

○島袋嘉順君

九番議員はあの八月十五日の大会が何故ああいう風に議場が混乱になったかということをまだはっきり理解しておられないようですが途中で帰られてよく分らないかも知れませんけれどもあの問題は最後で説明されているのです。而もそのことについて今までの期成會の在り方が間違っていたというために八月三十一日の拡大協議會を持たれているのです。教職員会を通じて拡大協議会の趣旨が各教職員個人々々に徹底されていなかったということは過激な運動と言われておりますがあの紛爭を醸し出した原因が未に解決されていない一方的に過激なことばかり御覧になって何故混乱したか中に食まれている性質を呑み込まれていない、これは未に徹底されていないということが今の御説明の中にあるのぢあないかと思います。

○議長（真栄田世勲君）

貭問を打切りまして討論に入ります。

○阿波根直英君

こういった決議文は今までに多分立法院それから今先の話にも出ました復帰期成大會そういうところにも既に出ている決議ばかり沢山なしても大したことにはならんと思います。又那覇市議會が他の市町村の議會に先立って早くこういった決議をやらなければならん理由もない、又日本人である以上誰も皆日本復歸は熱願する、そういうものをいうたからしないということもない運動するしないもそれ程の問題ではない。今後こう云う問題は今日のそういうような決議をすることによって我々の意思を強いて表明する必要はないと思う。又先から教職員會と絡んで沢山の問題が出たのであるが私も教職員會の一員であるから先だっての那覇劇場のあの紛争の実况について後日我々もそう云った話合の中に加はることと思ふので今後の行き方について全島的にどうすると云った行き方になると思ふ後日会議があったのだから、そう云った会も全島的に生れつつあるから何も那覇市議会がトップを切ったといって、又やらなかったといって我々は市民の指導者じやといふこともないのであって私は今は此處で決議することを必要としないと思ふ。

○長嶺将真君

日本復帰問題は琉球全住民の熱願であることは琉球の全政党が各政策綱領に採入れ、只その方法に差異があるのみで誰一人として反対しているものはありません。我々市會は自治法に真の仕事の範囲が示されて居りますが特に那覇は全琉の首都として琉球章典第二条に示されて居り当局も議會も今全力を傾注して、港湾、道路、水道、下水道の建設に日夜邁進して居りますが、之が予算は殆どアメリカの援助を受けて居るのであります。曩に復金条例まで改正して那覇市に融資しました七千萬円、之等の建設事業に従事して居る人員が●千名以上もおり、市営事業はまだ序の口であります。更に莫大なる資金をアメリカから援助を受けなければ他の方法がないのは火を見るより明らかであります。而も建設事業は直接市民を潤し那覇市を中心として全琉へ流れ大きく琉球経済に寄與している実情であります。大島の復帰に伴ひ沖縄は反対に、ハッキリ当分の間米国の統治下に置かれるであろうと云ふことはダレス国務長官、ハンナ次官補、ノーランド上院議員の新聞記者発表によって考えられるのであります。もっと親善を深める運動がある時に於て他に復帰運動の方法があるに拘らず、只今の職務を逸脱した只今の提案を致しますことは尚多数の失業者を出しても敢て意にしないと云ふことを考えますので、この提案に対して私は反対致します

○親里嘉英君

或は討論の在り方から離れるかも知れませんけれども、私の考えを申し上げて見たいと思ふのであります。この問題は全住民の心からの願いであり、是非実現せねばならない民族の問題だと思うのであります。生きて居る我々はもとより延いては子や孫や子孫に繋がる問題であると思ひます。私達は父母の立場から又祖父母として又は先祖となるべきものとして熾烈なる運動を展開すべきだと思ふのであります。然し熾烈というのは怒り狂った猛牛が前後左右の見境もなく突進して行く様なものであっては絶対にならないと思うのであります飽く迄も合法的なものでなければならんと考えるのであります。合法的というのは非合法的に対する言葉ではありません。私達は父母と子供らの家庭生活にもある秩序を保つための倫理が必要であります　又その倫理がなければなりません。それと同様に社會も社會倫理と云ふものがあり、是無くしては円満なる社會生活は営めないのであります。之と同じく少くとも同一圏内に共存する國際間にも亦國際倫理と云うものがあるべきであり、それに依って信義の國交があり得るものだと私は思ふのであります。故に私は情理を盡した熾烈なる運動の外交的折衝の展開を望むのであります。今一つはこの問題をめぐって今迄に度々開かれた総蹶起大會だとか或はその予備打合会或は反省会又は復帰に対する演説會等に行きまして、どうしても私は不思議に思い、理解に苦しむことを屡々感ずるのであります。復帰の問題に関しては、どの政党もどの組織團体も殆ど全住民が復帰を希望していることは間違いない事実であります。この同一目標に対して個人感情は勿論政党や自分の職業を抜きにして相互に慰め合い或いは励まし合い共々にこの同じ境遇にあるものとして大同團結、本当に抱合った氣持ちで協力的でなければならんと思ふのであります。然し是迄のこの問題をめぐって各種の大会は自分の或は自分の属する組織と祖国復帰という同一目標を持ち乍ら相手の團体や政党や個人を扱下し徒に摩擦と感情の亀裂を生ぜしめて居る、これは純一な混り氣のない祖國への訴えであるか國際社會への願いであるのに何故復帰を願う我々の間に、斯くも醜い感情の対立や醜い抗争が演ぜられているのは、これは復帰促進にはマイナスであって決してプラスにはなっていないと思ふのであります。その理由については島袋議員から根本的な話を聴いたのでありますが私はそう思ふのであります。こう言ふ風に考へて見ますと現段階に於て復帰問題はその方法論に焦点が置かれなければならないと思ふのであります。復帰期成會も去った三十一日島袋議員よりの話によりますと会合があってその組織や機構や或は運動の方法等についても愼重に論議されたということであります。然しその席上では第三条の撤廃であるのか或は廃棄であるのか或は権利の放棄であるのかと云うものに重点が置かれて論争された結果その根本の運動方針はまだ決定していない様に今先聴いたのでありますがやがてその方法等も再出発の所謂復帰期成会の再出発する姿が我々の前に発表されるものだと思ふのであります。その時是非共必要であるならばその線に沿って協議をしてもいいではないか、復帰の母体である期成会のその後の綱領だとか或は根本方針も分らない中に先立ってこれを議決して進むということは愼まなければならないものだと私は思うのであります。それからこの問題を私達が展開をして行く強力なものにする為にはぽつりぽつり那覇市會が取上げ或は他の市町村が取上げると云うよりは一斉にその機構の中に市町村会或は議長會というものもあるので一斉に総花的にこれを取扱うべきものであったら取扱った方が、より効果的だと私は思ふのであります。ぽつりぽつりそういう風なあちらにも頭が飛び出す、こちらにも飛出すということでなく全琉一円になったところの所謂總花的にやる總蹶起の意味の決議を要望するのであります。そう云ふのが却ってより効果的になり強烈な運動になるのではないかと思ふのであります。従って市會に於けるこう云う議決は後に廻してもいいのではないかと云ふ意見を申上げます。

○島袋嘉順君

十八番議員と一番議員の御尤もな様に聞える議論の中に実にまやかしと実践運動と意思表示さえも出来ない様な発言がなされていることに氣がついております。一々分析して申上げますがその前に我々が那覇市民の意思を表示すべき決議機関であると云うことを基本的な問題として扱って行きたいと思ふ。今日の新聞で報じておりましたけれどもあの読谷村の渡久地部落が後藤と云ふ二世の圧迫を受けている。自分の意思でもない様な立退を新聞紙上を見ますと認めた様な恰好になっておりますけれども実際向ふの実情は今日の新聞に発表されております通り部落民は挙って反対であります　賛成しているのは僅かに寄留民の一部であります。土地をめぐって農民が殆ど反対していると云う事実が発表されております。こう云ふことが部落民が或は部落の大衆が那覇市の市民が民族的な立退問題をも含めての民族的な復帰運動に対して意思表示のない場合には如何なる問題が起るかと云うことであります。例えば那覇市會で日本復帰の問題に関して意思表示すると云ふことを如何に望んでいるかと云うことを、まづ市民の中に入って聴くべきであります。それで具体的に申上げますけれども先十八番議員の説明の中の要点を纒めますと自治法の範囲内でしか活動出来ないと云うことが一つ沖縄はアメリカの援助を受けているから復帰運動は考えるべきであると云うことが一つ、他にも復帰運動があるのではないかと云うことが一つ、これから討論の時間を與えられまして私説明を致したいと思ひます。

自治法の範囲内でしか活動は出来ない、色々文章に纒めて来られましたけれどもそれは去る八月十三日の全体協議會で事務局長の私見として述べられております。即ち市議會に於ける琉球の日本復帰に関する議決は違法の議決と解すると云う事務局長の個人の考へがあの全体協議會の結論として出しております。これは大きな議事運営に関する違反でありますと申しますのは市議會に於ける琉球の日本復帰に関する議決は違法の議決に解する而もこれに関して琉球政府章典或は市町村自治法を結びつけて琉球政府章典と市町村自治法をくどくどと説明しておられます。然し一番大切なことはこの違法の議決と解すると云う文句であります　これは違法の議決であるか、これを取締るべき法律がないと云うことが書かれておりません。書かれないままに単なる私見が全体協議會の結論を議長の名に於いて抑えた、これは非常に大きな誤りだと思います。この違法の議決と解するの根本的の理由は日本復帰運動は全琉の問題であり那覇市だけの問題ではない。那覇市會の扱うのは市民の公益の問題だと書かれております。実に矛盾に満ちております。那覇市の問題が各市町村の個々の問題が寄り集まって全琉の問題を構成する場合何故それが那覇市の問題になり得ないか云う盲点次にこの決議が市民の公益の問題でない理由は何處にあるか、これこそ一番基本的な公益の問題である。そう云う観点から誤った私見がこの前の全体協議会の中で出されておりましたけれども只今の十八番議員の自治法の範囲内云々の発言はこの事務局長の單なる私見と略似通っております。而も我々の自治法は殆ど日本の自治法に準用して作られて居ります。勿論その作る場合は現在の琉球政府章典の一部を考慮したかも知れません。けれどもその根本問題は日本内地の自治法にあります。ところが日本内地の自治法によって現在の市町村行政を委任されている山梨県の甲府市の市會に於いてはっきり外務大臣宛に奄美大島、沖縄諸島の日本復帰を要望する決議案が外務大臣宛に出されております

若しそうなります場合行政権を異にされている沖縄の復帰問題に対してあの日本の市町村自治法で果してこう云うことが出来るかどうか、これは矢張り同じ日本國民として分離されている沖縄の悲惨な状態に対する甲府市會の民族的な意識の中から甲府市議會の琉球の日本復帰の要望が決議となって外務大臣に送られたと云う一つのはっきりした事実を示しております。それでありますから我々は那覇市民の要求することを敢て現在の制定されている市町村自治法の範囲内、その中にさえも規定されていないことに関して自分の首を締めることは民族的な大きな裏切だと考えております。次に一九五一年十月から十二月にかけて沖縄青連が日本復帰に関する世論調査をしております。その時に那覇市で参加したのが八百三十名になっております。その内七百五十人近くが日本復帰の意思を表示しております。その残りの四十七名が信託統治に賛成しております。三十七名が独立論に賛成しております。二十二名が不明になっております。この五十一年の数字から見ましても如何に那覇市の青年層が八割近くの青年層が日本復帰を要望しているかと云うことは我々は論を俟つまでもないと思ふ。こう云う状態は更に時を経るに従いましてアメリカから援助されていると云う考え方が次第次第に薄れて来たことは今那覇市の青年層の誰の話を聞いてもアメリカの信託統治を要求すると云うのは殆どいないと思ふ　これは如何に若い青年層がアメリカから援助され居る沖縄の現実の姿に反駁しているかと云うことに戻っているのぢあないかと思う。Ｌ．Ｃ．を組むと云うこと自体で如何に莫大な損失を受けているか或は商人が殆んど倒産しかかっているのはアメリカの援助であるか、どうかと云う具体的な問題を考へます場合にアメリカの援助によって現在生き延びていると云う大きな誇りを一日も早く、なおさなければならないと思ふ。それでアメリカの援助に関しアメリカが、たとえ何分の一でも援助しておりましても我々が日本に復帰したいと云う民族的な要求とは全然別であります。援助しているから復帰運動をやらない、アメリカの云うことを聞いてもいいのぢあないかと云う植民地感情がありましたならばこの那覇市会の大きな誤りを後世に残しはしないかと私は恐れるのであります。次に他にも祖國復帰運動があるといっておりますが、沢山あります。沢山ありますけれども私は、先の皆さんの御意見にありましたけれども復帰運動は他にも方法がある更に新しい団体が出来つつある。又我々那覇市会は意思表示ばかりして決議のやりっ放しでもいけないといっておりますけれどもこの問題については決議のやりっ放しにはならないと思う。我々が決議して今ここに提出されているこの提案通り、この問題を可決して戴けば那覇市が期成会に入って行きます。那覇市会自身が勢い運動をやらなければならないような段階に追込まれる。だから復帰運動の団体があるから実際に行わなくては今後の那覇市政は一つも発展しないということ他にも復帰運動があるのではないかという誤った亊実、この亊実によって全部引くり返されるのぢあないかと考えております。

それから親里議員の発言の中にありましたけれどもこれこそ実に我々沖縄人民の特に次の世代を背負って立つところの幼い児童達が今どういう考え方をもっているか例えば現在日本の柳田謙十郎氏らの依頼によりまして今全琉の子供達の作品があがっている。沖縄の基地の子こう云う作品が千通許り上っている。これが近く内地に送られる。ところがこの作品を指導した首里の教員から直接聴いたことであるが日本内地で清水幾太郎さんが編輯した基地の子とこの沖縄の子供達が書いた沖縄版基地の子と対照した場合に余りにも恥かしいということは我々教員自身がこういう基地の中にこういう考え方をするような子供達を育て上げて来たのかという慚愧の気持をもってはっきりと首里の教員が述べているのを聴いております。こういう亊実から見ても日本の次代を背負って立つ子供教員が実貭的には占領國に等しい日本の國内に於て教員が日本の眞の独立と平和と自由に対して斗っている運動に対しては積極的に乘出しているが、日本の教職員あたりが如何に民族的な運動を展開しているかということは私が敢て繰返すまでもないと思う　そういう立場から我々は今沖縄の現実を直視する場合に於て討論の段階ではない今まで決められたことを実践すればいいのであります。そうでありますから是非とも今後沖縄の日本復帰一刻も早く完全に日本復帰するためには那覇の市民の一人々々の力を纒めるためにその代表である那覇市会が先頭に立って斗うべき十分なる要素と義務が織込まれているということをよく考えまして今先の九番、一番議員の説明にもありました他の市町村に先んじてやる必要はないぢあないかという風なことでなく沖縄の中心都市としての那覇市の議会として決議すべき義務がある。而もこれは那覇市を代表する二十七名議員の大きな誇りであり民族的な責任であることを敢て強調したいと思います。

○議長（真栄田世勲君）

論議が盡きたようでありますから採決に入ります。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます　依って表決に移ります。この決議案を可とする方は挙手を願います

（擧手者七名）

○議長（真栄田世勲君）

擧手者七名であります。少数であります　依ってこの決議案は否決致します。

○議長（真栄田世勲君）

次に日程第十四軍使用地代臨時処理法の立法資料についてを議題と致し書記をして朗読致させます

（書記「新垣政二君」朗読）

――― ○ ―――










写

琉立第八四一号

一九五三年九月二日

立法院行政法務委員会

委員長　新垣金造　印

那覇市議會議長殿

立法資料依頼について

当委員會において「軍使用地代臨時処理法」を立法すべく目下審査中でありますが左記の資料が必要でありますので貴議会の意見御聴取の上御回答を御願い致します尚議会々期が今月中であり審査の都合もありますから来る九月十五日までに御願い致します。

記

一、沖縄群島割当土地に関する臨時処理条例による評定委員会決定の割当土地賃貸料

二、貴町村における現在一般の土地賃貸料及割当土地賃貸料決定当時の一般の賃貸料

三、地主（軍使用地々料に関する）の要望事項

四、地代決定の基準（軍用地代の適正価格）は何によるべきかその算定方法及び額

五、契約期間










立法案第十五号（一九五三年五月　日　新垣金造議員発議）

琉球政府立法院は、ここに次の通り定める。

軍使用地代臨時処理法

（目的）

第一条　この立法は琉球住民の戝産権（海域を含む。）を尊重し何人といえどもその土地所有権をほしいままに侵されることなくその収益を擁護し軍使用地代の適正なる協定をなし地代決定の基本を定むるを以って目的とする。

（使用地の定義）

第二条　この立法の定める軍使用地とは琉球におけるアメリカ軍及び軍属の使用する土地、飛行場、港湾、遊園地、海水浴、道路、運動場、水道、排水路、電信、電話其の他営造物の施設された又は施設する土地及びその周辺の立入禁止地域並にそのために土地所有者の収益することのできない土地及び海域をいう。

（所有者の定義）

第三条　この立法で土地所有者（以下「地主」という。）とは田畑、空地、山林、原野、雑種地、池沼、塩田、墓地、拝所、溜池、保安林、公有地を所有する個人又は法人をいう。

（使用者の定義）

第四条　この立法で使用者とは第二条に定める土地を使用し又は管理するものをいう。

（地代の協定）

第五条　行政主席は軍使用地転貸のため第三条の土地所有者と賃貸借の契約をなすためには左の亊項を厳守し第一条の目的に反することがあってはならない。

　　２　行政主席は、土地賃貸借の契約をなすにあたり各市町村賃貸料評定委員一人以上たちあいの上行政府職員をして地主との地代協定をなさしめることができる。但し、左の各項に違反した契約は無効とする。

　　３　地代の協定は沖縄群島割当土地に関する臨時処理条例第五条第一項の規定により定められたる土地賃貸借基準決定額以下に協定し賃貸借の契約をしてはならない。

　　４　一九五二年四月二十八日現在における軍戝産受理課が琉球住民に貸付けた地代はその隣接地又は区域内の同一条件に該当する土地に対しそれ以下の地代で賃貸借の契約をしてはならない。

　　５　前第三項及第四項に定める条件が混同した土地に対しては第三項の規定による。

第六条　行政主席の賃貸借契約の期間は臨時的なものとし琉球政府の設立の変更又は日本と統合したる場合はそれ以後の期間は無効とする。

第七条　行政主席は地主と土地賃貸借契約のため部下職員をして充分なる身分の保証がなければならない。

　　２　土地賃貸借契約のため市町村に出張する職員は常にその身分保証の証明書を所持していなければならない。

　　３　前項の職員は市町村賃貸料評定委員一人以上立合の上地主に強圧がましいことなく円満なる地代の協定をなし賃貸借契約をなすものとする。

　　４　前項による市町村賃貸料評定委員の旅費、日当は規則の定めるところにより琉球政府の負担とする。

第八条　この立法によらない契約又は他の者のなしたる契約は全部無効とする。

第九条　行政主席は、この立法施行のため必要な規則を定めることができる。

附則

１　この立法は公布の日より施行し一九五二年四月二十八日以降の土地賃貸借契約に適用する。










○議長（真栄田世勲君）

お諮り致します。軍使用地問題の處理に関する委員会が設置致してありますので本件はこれに関するものであります而も回答期限が本月十五日までとなっておりますのでこれを同特別委員会にその審査を付託いたしましてその処理を一任して行きたいそして議会閉会中も継続審査して貰いたいこういう風に可決致したいが御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます依って本件は軍使用地問題の處理に関する特別委員会に付託し、その處理を一任し議会閉会中も継続審査せしめることに可決致します

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

次に日程第十五の遊園地移管に関する陳情書についてを議題と致し、文教厚生労務委員長の審査経過並びに結果の報告を求めます。

○文教厚生労務委員長（阿波根直英君）

只今議題となりました遊園地の市移管について、文教厚生労務委員会における審査の経過を御報告申上げます。本件は七月二十九日議長から文教厚生労務委員会に付託されましたので去月五日、十一日、前後二回に亘って本委員会を開催し、これが審査を行なったのであります。初回の本委員会におきまして、陳情者代表の宮城社長を招致し陳情に及んだ経過を聴取致したのでありますが、本陳情書の要旨を申上げますと青少年児童の健全娯楽施設並びに米軍人高級將校を対象とする娯楽施設をなし、児童の常時文化教育並びに情操教育に資し、併せて米琉親善の實を擧げ沖縄復興の一推進力たらしめたい意図の下に前市長時代許可を得て右遊園施設に着工したが中途において軍関係を対象とする娯楽施設は環境によくない即ち該地域が那覇高校に近接しており、悪い影響を與えるから中止せよとの市から勸告があって一頓挫を来たしたが萬難を排して復金からの融資や又一般市中からの借入金等でどうやら今の施設が出来上り開園はしたもののその後の経営面が思わしくなく、今日迄維持して来たけれども市中借入金の支拂期限も経過し、今非常に経営難に陷っている。この沖縄唯一の文化施設としての遊園地を市の方で経営して貰いたいと云うのであります。陳情文の末尾に「那覇市の経営に移管致し」と謳ってありますのは市で買收して呉れとの趣旨の様であります。右遊園地は市の都市計画で將来の公園計画地となっておりまして、この陳情書に謳われております通り前市長の時、將来は那覇市が買收し経営することを條件として許可されたとのことで前助役嵩原氏は委細承知しておられると、陳情代表者は、本委員会で陳述しております。現在立法院におきましては児童福祉法案が上程審議中でありまして、近く立法化される現状に鑑み、右は児童厚生施設として本委員会はその必要性を痛感するものでありますが、これを市が買收するとなれば、市の戝政面との都合もありまして、その方は總務戝政委員会とも図るべきであり、結局は本委員会丈で結論づける訳には参らんのであります。然し乍ら一應は、本委員会としても現在の同社の姿、即ち貸借関係経営状况を知る必要がありますので陳情代表者に対して会社の定款、亊業計画、営業報告書、貸借対照表、その他参考書類の提出方を要求致したのであります。同社から提出されました。右関係書類は亊務局の方から既に皆様に配付された通りであります。次いで八月十一日本陳情にに関し第一回の委員会を開催致しました。當日は同社から提出されました関係書類の内容について陳情代表者と貭疑が出されたのであります。同社の貸借関係の内容については公表を憚かるものもあり秘密会に移して調査すべきかと色々論議されたのでありますが問題は市の財政面の都合もあって簡單にはいかない、それで同社現在の経営状態、一般借入の個人別金額、利率内訳、固定資産の評價、讓渡契約についての交渉、市に移管した場合の將来経営の見通し等についてもっと具体的に堀下げて検討すべく執行機関の方に調査方依頼し、その回報を待って措置していくことに相成った次第であります。以上前後二回に亘る本委員会の審査の経過を申上げましたが皆様の御意見を承って善處致したいのであります。

序でにその後の当局はこの委員会からの要求によりまして着々経営状况を始め各項に亘って調査中でありますがまだ成文まで至っていないようであります。近日中にこれを成文しまして委員会に回答することになっておりますので後日又委員会を開かれることと思っております。附加えて申上げます

――― ○ ―――

○島袋嘉順君

これは議事日程追加の緊急動議として出してありますけれども実はこの議会の開催に当りまして提案理由を全部寫しまして議案として出したいと思っておりましたが整理の都合上纒まりませんでしたので一応口頭で説明申上げて皆さんにお諮りいたします。と申上げますのは現在那覇市民の間で問題になっております合併問題についてであります。この結論を申上げますと合併問題に関して即ち一市一村合併であるか二市二村合併であるか市民は合併問題がどうなって居るかその市民の意見を纒めるために那覇市議会主催で合併問題に関する公聴会の開催についてであります。この問題について御説明申上げます。即ち現在二市二村の代表という名前でもって二市二村合併研究委員会が開かれております。ところが現在那覇市民の中に二市二村を主張し一市一村に反対する市民は極く稀でありますこれは皆さん直接市民の間で聴かれてはっきりお分りのことと思います。ところが那覇市民を代表する合併研究委員会の委員は殆ど二市二村合併論者であります。これは実に非民主的なやり方であります。具体的にもっと説明申上げますと小禄村がこの合併研究会に入っておりません。小禄村自体でも二市二村合併に対する疑問が村内から上っております。真和志村は依然として一市一村を主張しております。首里市は二市一村という意見もありますけれども実際に首里市民がどのように考えているかはまだ具体的には聴いておりません然し問題が那覇市民の問題である以上一体那覇市民が合併に関してどういう風な意見をもっているかということを我々は正しく取上げ市民が要求している方向に政治を正しく持って行くためにはどうしても合併問題に関する公聴会を各区毎に開催すべき必要がありますのでこれを皆さんにお諮りしまして是非一つ合併問題の促進のために正しい合併による市民の生活の安定と確保を目指して我々那覇市会でもこの問題を取上げなければならない處まで来ておりますので一つその点お諮り致します。

○副議長（城間康昌君）

お諮り致します。この動議を採択しますかどうしますか。

○儀間真喜君

この問題はなるべく市民全体の意見として公聴会を開いて行きたいといふ意見をもっております

○宜保為楷君

議会の度毎に我々が總ゆる方面から当局に貭問した時には何時も口癖のように合併問題が出て来ておりますけれども我々としては一日も早く公聴会を開きたいと思いますから皆さんでもそういう考でやって戴きたいと思います。

○副議長（城間康昌君）

只今の議亊日程追加の緊急動議を採択しこれを本日の議亊日程に追加することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます依って日程は追加せられました。

○議長（真栄田世勲君）

それでは只今追加せられました日程第十六の合併問題に関し公聴会開催についてを議題として貭疑に入ります

○島袋嘉順君

このことに関連しますので当局に貭問致します。前に議会で合併問題が出ました時に二市二村合併或は二市一村合併の問題は石川博士の石川構想の印刷物が来てそれを皆様検討した上でこれを改めて議会に取上げるという風なことを聴いておりますが、そういう風に覺えておりますけれども当局では既に二市二村を対象とする都市計画についての石川構想が既に議員には配付されております。これが配付されてから既に旬日を経過しておりますけれども未だに当局としてはどういう風な立場で扱うか、発表されておりません。それについて当局としてはこの問題を促進し得ないという理由が何処にあるのか何故取上げなかったのかこれを一應貭問致します。

○助役（嘉手納並水君）

この問題につきましては前に合併研究委員会が石川構想を得てから更に検討しようということになっております市と致しましても合併研究委員会が開催されることを希望しまして市としては市会の意向を聴いてそしてその線に向って進むのが建前であると考えております。

○島袋嘉順君

今の助役の説明は市会の方で扱って呉れというのですか。

○助役（嘉手納並水君）

前の合併研究委員会、二十名の合併研究委員会というのがありましてその特に石川プランを一應見てから又会議を持とうということになっておりますだからその方面の意見が纒まりますれば市もこれに協力する考であります。

○島袋嘉順君

二十名の合併研究委員会というのは二市二村ぢぁないのですか別に他の市町村は関係はないと思う

○助役（嘉手納並水君）

それは市会で色々検討なさるのが当り前ぢぁないかと思うのですがね。

○島袋嘉順君

少くとも二市二村合併を進めている市当局と、それを市会に諮らないという疑問なんです。現在の那覇市ははっきり申上げますと二市二村合併の途を歩んでる際であるに拘らず市政報告の中で市長へ貭問した時に二市二村の問題が政策として取上げられているに拘らず何故市政方針の中に謳っていないのか市会の同意を得ないのかと聴きました時に二市二村に向っておらないといっているが、これまでの市政の全般的な問題は全部二市二村の途を政治的な問題がそこに潜んでいない限り淡白に扱えると思うそれが有耶無耶の裡に葬られ市民の眞実の声である一市一村のことが市民に諮られずに有耶無耶に遷延されているということ、そういふことに対して市民は非常に考えているこれに対する責任ある答弁をお願いします。

○助役（嘉手納並水君）

これは先も申上げましたように一應合併研究委員会が出来ました以上この意見を聞いて、それから石川プランの反響を見てからでなければ態度は決められない、そのためにまだ市会には諮っておりませんが何れお諮りしたいと思っております。

○宜保為楷君

当局に貭問しします。二市二村合併研究委員会が出来てから一ヵ年を越しておりますが情勢の進展に従って私はお願いしたいと思います。委員会が出来て一ヵ年有余になりますけれども遲々として一歩も進んでおりませんが委員会のメンバーを変える必要はないかとお伺いします。

○助役（嘉手納並水君）

この二市二村合併研究委員というのは市が直接頼んだ訳ではありません。これは議會で推薦してやったものでありまして飽くまで市當局としてもその意見を尊重しなければいかんとこう考えております。

○宜保為楷君

去年又吉市長にお會いした時には又吉市長は情勢の進展に從って代える必要があるといっておりましたが、助役は反対であるか、議會に諮って代えて宜しいのですか。

○企画部長（翁長助静君）

情勢の変化ということは市長としては一市一村の合併を以て進むということであったが、その後、首里、小禄の一市一村の合併に同調して行きたいという責任ある連絡があったためにそれが二市二村へと発展したのであります。そういったことで恐らく情勢というものは小禄や首里がそれを望まなければ勿論問題にはならんと思います。

望む處が先ず眞先に問題になって望まない處は政治的に交渉するか或は機の熟するを持つそういう点を言われたのだろうと思います。

○儀間真喜君

只今企画部長の御説によると小禄村首里が合併を強調して来られたという風な御説ですが、去った三月、旧市役所の會議室での研究委員會での席上で真和志の西銘委員からの話によって小禄と首里はどうも初めは我々はそんなことは知らなかった、若しそうであるならば合併を一緒にやってもいいという話合で進んでおったということを傍聽して、記憶に残っているのですが、確か那覇市から持ち掛けられたからという風に聽いたのですが、それとも失張り向うからですか、首里小禄が望んで合併したいと言って来たということになるのですか。

○企画部長（翁長助静君）

この経緯につきまして二回程も皆さんにお話申し上げ、諮詢委員會にもお話申上げた記憶がありますがもう一辺申上げますと一市一村の合併にすべく着々構想をやっている時に、首里市長　真和志村長、議長が私に市長との面會を取計って呉れ、市長と今會えるかという申し入れがあった。それで市長との會見の結果何か重要な問題らしいので會うということで、早速真栄田世勲議長にも二人の議長も見えたので電話で至急呼出しを市長からやりまして市長議長の六名の会合が、その時に豫ねて小禄村長から責任ある言葉として私の方に度々その問題がありましたのでそれを六名の方にお諮りしたらそれでは小禄も連絡して呉れということであったので連絡しましたら、これは一村長の単なる私見であって村會議員との連絡の都合もあるので是非とも六名の會合に入れて呉れということでその次の會合から小禄村が加わったのであります。

そこで討議の結果二市二村合併研究委員会がその方途について色々研究討議が行われて現在に至っているのであります。

○島袋嘉順君

今更二市二村合併研究委員会の発足について聽きたいとは思わないが情勢の変化ということをもう少し具体的に説明して貰いたいと思う。現在の新しい議員が補充選挙で選出されている首里でも小禄でも真和志でも同じである新しい段階はこれであると思う。新しい段階に入った時に二市二村が何処から話しかけられようが我々が今論ずる必要はないと思うがただ問題とすべきは二市二村問題が始っているけれども更に具体的に裏付けているのは石川構想です

所謂都市計画を進めるためには二市二村を合併しなければならないということと前の二市二村合併問題が出て来たこととは性格が違うと思う　そうなって来るというと一市一村の合併問題が政治的な情勢の変化によってこうなって来ている。更に情勢は変化してこういう新しい議員も含めた新議会が構成されている。これは那覇市議会丈ではない沖縄全市町村に跨る、處がこれが市当局の方針として或は市会としても新議員も含めた議会の政治的な発展に際してこれを提案すべき義務があると思うが、なされないところにあの合併問題が石川構想として具体化されようとしている。然しこれは具体化出来ないと思うその問題を敢て説明するまでもないと思うが、そういう政治的な取引の中に合併問題に対する遷延策がなされていると私達は考えている。その問題に対して一体我々の考えている意見に対して那覇市当局或は旧議員の方々がそういう問題をどう処理して行くかは大きな問題だと思う。然しその問題はさて措いて何れも那覇で生活し真和志で生活している村民がこの現実の状態から如何にしてもっといい政治が簡素化され、行政が簡素化され或は土地問題についても或は色んな政治行政経済の問題にしても現在市民や村民がどう考へているかという結論を聽くべき段階に来ていると思う。そのために提案してありますけれども今まで述べました理由によりまして私は公聽会の開催に対しては既に討論の必要もないと思う。そういう立場から緊急動議を出しまして合併問題に関する公聽会開催について市並びに議会主催で市民の率直な意見を聴くようお願いしておきます。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○比嘉朝四郎君

議員の発言が市民の代表の声であり意見となりますので反對します。

○企画部長（翁長助静君）

遷延したのは政治的取引とか、遷延策を講じているとかいうような策謀とかいうことはそれこそ政治的な妙なもののいい方というものであります。二市二村合併への動きは実際問題として先ず起されたそれを都市計画の権威である石川博士によって理論的裏付けを與えられ指導啓発されたということによってお互い当局におるものとしてはそういう考え方から決して尨大過ぎる考え方でもない又誤った考え方でもないということが凡そ分った訳であります。處が合併問題というのは那覇市丈で強行して行くことも出来ないし真和志村丈でこれを処理することも出来ないしそこに自ら色々の話合、研究討議が行われることと思うのであります。そういう意味に於て議会と眞先にその問題についてゆっくりとお話合する機会は是非持たなければならないと思っております。ところがその問題の進行を一応二市二村合併研究委員会に委託してある形になっているので向うが早急にやらうという意見ももっておられるから一応向うの研究の態度を見て、それから市はそれに一緒になって行く更に新しくこれを展開して行くということが道筋ぢぁないかと思っております。

○島袋嘉順君

私が申し上げますのは石川構想によって作り上げられているあのプランと合併問題とはこの二市二村を統合した全地域の上に立つ石川構想です　それと最初の二市二村合併問題の性格の相違を聽きたいと思う。それから若し万一私が申し上げたような二市二村を合併してその全地域の上に立つ石川構想である限り現段階では不可能である。何故ならば那覇市の計画自身ですら来年度の見通しがつくかどうか、これは恐らく自信がないと思う　そういう立場から申しますと石川構想というものは所謂二市二村、石川構想の中に含まれている二市二村の合併はその全地域の上に石川構想をどっかにもって来るような都市計画なんです。そうした場合にこの合併問題については莫大な予算を使う石川博士は金は掛らない都市計画は人の力によって出来るといっておりますけれどもその問題をよく檢討して見ると現在の沖縄では当らないところもある去年でさえ二百万円の政府からの補助金を獲得し得ないために市の首腦部の間に大きなごたごたがあったと聽いているそれも出来ないような状態なんです。或は現在政府から軍からどの程度はっきり見通しがつくような援助金も分らない間にこの二市二村の合併が進められて行くということに対して市民と共に大きな疑問をもっている　そうすると石川構想の下にある處の二市二村合併問題は那覇、真和志の遷延する一つの策謀ぢあないか、そうでないならばそうでない理由をはっきり聽きたい。

○企画部長（翁長助静君）

二市二村問題は那覇市としてそれを理論的に研究して見たら大きな誤りが生じないかその実現には一年や二年で出来るものではないし或は十数年も掛るかも知れませんが二市二村がそれを望むならば、そして誤りがないということが分るならば別に差支えないと思います。望まないならば仕様がない市としては大きな根本方針を練る必要があるならば練ってそしてその方向に進むべきだと思うのであります

○議長（真栄田世勲君）

貭疑を終了致しまして討論に入ります

（「意見なし」「進行」と呼ぶものあり）

○島袋嘉順君

提案しました公聽會の開催でありますけれどもこれを今ここで展げられております合併問題、一市一村問題、二市二村問題かということを論ずべき場所ではありませんけれども何れにしてもこの公聽会を開くために若し公聽会の持ち方について討論が交されれば別ですが然し市会として今まで靄々した中でこの合併問題を遠避けているようでありますけれども何れにしても市会の問題を我々が正しく見る場合に市民の協力と市民の考へていることを綜合しなければいかんと思う　その中からしか正しい市政の方針も生れて来ませんので一つこの公聽会を主催することをここで決議して戴きたいと思う　その件につきまして若し討論する必要がありましたら改めて今日の会議を延長しまして改めて新しい議案として緊急動議として出しますから討論する必要がなければ合併問題に関する公聽会の開催を一応私は討論する必要がないと思いますので市民の考えていること、現在どう考えているかを公聽会によって纒めて行くためにはそれ以外にはないと思いますから一つそれを正しく扱って戴きたいと思います

○比嘉朝四郎君

議員の発言が市民の声でありますから私は議会としては開く必要はないと思います

（「賛成」「進行」「採決」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

意見が両方に別れておりますから採決します。合併問題に関し公聽會を開くことを可とする方は挙手を願います

（挙手九名）

○議長（真栄田世勲君）

小数であります依って本件は否決致します

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

議案その他全部終了致しましたのでこれを以って今期議會を閉會致します。愼重御審議誠に御苦労様でした

（午後三時三十二分閉會）










二、本日の會議を行った場所、那覇市會議室

一、本日の會議に出席せる議員の氏名


 
  	議長
  	真栄田世勲
  	親里嘉英
 

 
  	副議長
  	城間康昌
  	辺野喜英興
 

 
  	
  	大城鎌吉
  	浦崎唯治
 

 
  	
  	比嘉朝四郎
  	阿波根直英
 

 
  	
  	備瀬知良
  	新垣松助
 

 
  	
  	上原仁慶
  	山城思太郎
 

 
  	
  	金城兼市
  	宜保為楷
 

 
  	
  	喜久山朝重
  	嘉数盛一
 

 
  	
  	長嶺将真
  	儀間真喜
 

 
  	
  	渡口麗秀
  	大湾喜三郎
 

 
  	
  	安里松蔵
  	渡口政行
 

 
  	
  	佐久川長吉
  	
 




一、本日の會議に欠席せる議員の氏名


 
  	
  	金城棟義
  	糸数昌秀
 

 
  	
  	泉正重
  	
 




一、市町村自治法第六十一条の規定により議亊に参與せる者の職氏名


 
  	助役
  	嘉手納並水
  	収入役
  	大湾政順
 

 
  	企画部長
  	翁長助静
  	総務部長
  	安次富長昌
 

 
  	建設部長
  	幸喜克彰
  	庶務課長
  	東江誠忠
 

 
  	土木課長
  	上原直次郎
  	建築課長
  	宮平粂男
 

 
  	都市課長代理書記長
  	安座間喜松
  	
  	
 




一、亊務局出席者


 
  	局長
  	新垣良正
  	書記
  	友寄隆次郎
 

 
  	書記
  	新垣政二
  	雇
  	長嶺将秀
 




一、會議録署名人

一九五四年一月五日

拾六番議員　　喜久山朝重

一九五四年一月五日

弐拾四番議員　安里松蔵

同年一月十二日　那覇市議會議長

真栄田世勲
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